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復活祭

メ ツセ ー ジ

「主 は よみが え られ た。」第一 の復活 の朝 ， イエ スの墓 に下 った天
使 の この言葉 は，末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会 か ら全人類 に

向 けられ た喜 びのメ ッセー ジで もあ ります。

2，000年 近 く前 の この比類 のな い出来事 を通 して， す べて の人 に復 活

が もた らされ ま した。 「アダム に あってす べ ての人 が死 んで い るの と同

じように， キ リス トにあ って すべて の人 が生 か され るので ある。」(1コ

リン ト15：22)
あがな

私 たち は， 主 イエ ス ・キ リス トの婿 い と復 活 を確信 して い ます。 「彼

は十 字架 につ け られ死 して三 日目に また よみが え り」 た も う(教 義 と聖

約20二23)と い う人 々 の証 に， 私 たち 自身 の厳 粛 な証 をつ け加 え ます。

主 も次 の よ うに証 され ま した。 「わ が父 のわ れ をつか わ した まい しは，

われが十 字架 にか け られて， ……あ らゆ る人 々 をわれ に引 き よせ んが た

めな り。 また……御 父 〔は〕 …… これ を各々 の行 い…… に応 じて裁判 す

るた めにわが前 に立 たせ た もう。」(III二 一 フ ァイ27：14)

復 活 祭 の この時期，皆 さんが主の蹟 いの重要 性に思 い をはせ るよ うお

勧 めし ます。主 はまさに よみが え り，御 父 と私 た ち との仲保者 とな られ

たか らです。 □
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聖典には，イエスが十字架の刑をお受けになった後，

3日 目に大 きな地震が起 こった と記 されています。墓の

入 り口の石が押 しのけられてい ました。最 も献身的だっ

た主の弟子 たちのうち，何人かの女性が香料 を携えて墓
み あた

に行 ってみ る と， 「主 イエ スのか らだが見当」 りませ ん。

す る と， 天使 が現 われ，簡 潔 な言 葉で こう言 い ました。

「あな たがた は
， なぜ 生 きた方 を死人 の中 にたず ね てい

るのか。 そのか た は， ここにはお られ ない。 よみが えら

れ たのだ。」(ル カ24：36)「 〔主 〕 は， ここにはお ら

れ ない。 よみが え られ たのだ」 とい う この感 動的 な天 使

の み告 げに匹敵 す る言葉 を，歴史 の中 に見 い だし得 るで

し ょうか。

主 の復活 とい う事 実 は，数 多 くの信頼 で きる証人 の証

に裏付 け されて い ます。 よみが え られ た主 は幾人 かの女

性 の前 にみ姿 を示 され，続 いて エマオ に向か う道 でふた

りの弟子 を， そ してペ テロ を，使徒 た ちを訪 れ られ まし

た。「そのの ち」 パ ウロが記 して い るよ うに 「五 百人 以

上 の兄 弟 たち に， 同時 に現 れ …… 最後 に， 〔パ ウロ〕 に

も，現 れた」 のです。(1コ リン ト15：6，8)

復 活 の後 ，40日 問 にわ た って，主 はこ こか し こに ご自

身 を現 わ され，神 の王国 に関す る導 きをお与 えにな りま

した。 この時 の主 のみ言葉 やみ業 の多 くは記 され てい ま

せ ん。 しか し，聖典 に残 された記述 は， ヨハ ネが 明言 し

て い るよ うに 「〔私 たち〕が イエ ス は神 の子 キ リス トで

あ る と信 じるためで あ り， また， そ う信 じて， イエスの

名 によって命 を得 るため」(ヨ ハネ20：31。 下 線付 加)に

あ るのです。

救 い主 は弟子 たち に， ご自身が 問 もな く天 の御父 のみ

もとに昇 っていか な けれ ばな らない こ とを告 げ られ ま し

た。 やが て昇 天 され る時が近 づ き，主 は最 後 に厳粛 な面

持 ちで弟子 た ち と語 られ，別 れ に際 して訓 戒 をお与 えに

な りました。

キ リス トは，弟 子 た ち と と もに 「ベ タニ ヤの近 く ま

で」来 られ ました。 そ こはマ リヤ とマル タ， そ して ラザ

ロが住 んでいた所 です。主 は 「手 をあ げて彼 らを祝福 さ

れ」(ル カ24：50)ま し た。語 り終 えられ る と，天 に上 げ

られ，雲 に迎 え られて， その姿が見 えな くな りました。

(使 徒ll9参 照)使 徒 たちが天 を見 つ めて立 ってい る と，

白い衣 を着 たふ た りの人が現 われ て，集 まって いた彼 ら

に こう言い ました。「ガ リラ ヤの人 た ち よ， なぜ天 を仰

い で立 ってい るのか。 あなたが た を離れ て天 に上 げ られ

た この イエ ス は，天 に上 って行 かれ るのをあな たが たが

見 たの と同 じ有様 で， またおい でにな るで あ ろ う。」(使

徒1：11)
けいけん

使徒 たちは，敬塵 な思 い と大 きな喜び に満 たされて，

エ ルサ レムに戻 りました。 主の昇天 が成就 した今， 弟子

たち は主 の最後 のみ言葉 の意 味 を， さ らに はっ きりと理

解 し始 めた ので す。「勇 気 を出 しな さい。 わ た し はすで

に世 に勝 ってい る。」(ヨ ハ ネ16133)キ リ ス トに よって，

墓 は もはや永遠 の勝利 を収 め るこ とがで きな くな りまし

た。死 は克服 され たのです。

モルモ ン経 に記 された ところに よれ ば， 主 は天 に昇 ら

れ た後 ， アメ リカ大 陸の人 々 にみ姿 を現わ され ました。

さ らに近代 にあ って，予言 者 ジ ョセ フ・ス ミス は次 の よう
あがな

な言葉で，世の腰い主の訪れについて証を述べています。
つ な あげ く

「さて， この子羊に就 きて為されたる様々の証の挙句，
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「主の末日の証し人のひとりとして，

私も，今日主か生きておられる ことを証します。

主は復活されたお方です。

主なる救い主であり，

まことに神の御子なのです。』

騨 漂

灘騰難
難

ミ

騨蟹
　　 噸盤 難.，1

「 野
・ ・ 誕

灘

囎

灘

慧 、・

臓

難
鐵
灘
き

われ らの為す最後 の証 はすなわち 『主 は実に生 きた も
これ

う』 こ と是 な り。 われ らは，彼 … … を見 た り。」(教 義 と

聖約76：2223〉

主 の末 日の証 し人 のひ とりと して，私 も， 今 日主 が生

きてお られ るこ とを証 します。 主 は復活 されたお方 です。

主 な る救 い主で あ り， ま ことに神 の御 子 なのです。 この

お方 は栄光 を身 に まとい，復活 され た主 として再臨 され

る ことを証 します。再 臨 の 日はそ う遠 くあ りませ ん。 キ

リス トを主 な る救 い主 として受 け入 れ るす べての人々 に

とって，主 の文 字 どお りの復活 は，人 の命 は死 を もって

終 わ りを告 げ るもので はない こ とを意 味 してい ます。主

が こう約 束 して お られ るか らで す。「わ た しが 生 きるの

で， あ なたが た も生 きるか らで あ る。」(ヨ ハ ネ14：19)

□
鼻

話 し合いのポイン ト

駿 「脅

、鞭

1.こ の世 に生を受け，死んでいったあらゆる人々が

文字 どお り復活するのは，紛れ もない事実である。

2.主 の復活 という事実 は，数多 くの信頼で きる証人

の証，すなわち，新約聖書，モルモン経，教義 と聖約 に

記 された証 に裏付けされている。

3.ベ ンソン大管長 は次 のように証 している。「主の

末 日の証 し人のひとりとして，私 も，今日主が生 きてお

られることを証 します。主 は復活 されたお方です。」

4.私 たちは自らの復活 とい う出来事に対 して，心 を

尽 くして備 える必要がある。人 は皆，栄光ある復活 を目

指 して歩 まなければな らない。
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ブリガム ・ヤング 「この世 のいかなる知恵をもって
あがな

しても，私たちが購われて御父 と長兄のみ前 に帰 り，聖

なる天使や日の栄の住人 とともに住む手段 を考えつ くこ

とはで きないで しょう。神 に対する負債に見合 う犠牲を
ささ

用意 し，捧 げることは，……地の住民の知恵 と能力 を超

えたものです。 しかし神にはそれがおできになりました。

その御子が犠牲を払われたのです。」2

ジョン ・テイラー 「主は，人の子 として，血肉を持

てる身で耐え得 るあらゆる苦痛 を堪え忍ばれました。 ま

た，神の子 として，すべてに打ち勝ち，天に昇 り，永遠

に神の右に座 しておられるのです。」3

ウイルフォー ド ・ウッドラフ 「十字架につけられた

イエスの霊は，うちひしがれた肉体 を離れたその瞬間に
かぎ

も，神 の王 国 の鍵 を有 してお られ ました。 この鍵 に伴 う

力 と権威， 栄光 は，イ エスの霊が その 肉体 の内 にあっ た

とき とまった く同 じもので した。」4
くだ

ロレンゾ ・ス ノー 「神 の みた まが私 の上 に降 り，私

は頭 のて っぺ んか らつ ま先 まで全 身 くまな く神 のみた ま

に満 た され ま した。… …そ して， 歴史 的 に私 たち に伝 わ

ってい る 『ベ ツ レヘ ムの幼 な子』 が真 に神 の御子 で あ る

とい うこ と…… に対す る疑 いや恐れ は，私 に この理性 と

記憶 が とどまる限 り， 永遠 に私 の 中か らぬ ぐい去 られ た

のです。」5

ジ ョセフ ・F・ ス ミス 「キ リス トは， ま こ とに私 の

救 い主で あ り，全人類 の救 い主で す。私 たちが救 われ る

ように， 自らの命 を捧 げ，死 の縄 目を断 ち切 って くだ さ
ひ か り

り， …… また 自分 こそ救 いの道で あ り，世 の光明，世 の
い の ち

生命(教 義 と聖 約12：9参 照)で あ る と宣言 され ま した。

私 はその言葉 を心 か ら信 じて い ます。」6

ヒーバー ・J・ グラ ン ト 「イエ ス ・キ リス トが この

世 に来 られ たの は，万物 の救 い主 としてだ けでな く，私

たち一人 一人 にみ こ ころを伝 えるためです。 …… そして，

その血 は私 たち をある条 件 の下 で救 って くだ さるので す。

国家 や地域社 会， あ るい はグルー プ としてで はな く，個

人 として私 たち は救 われ るのです。」7

ジ ョージ ・アルバー ト ・ス ミス 「私 は， わが身 を支

えられ ました。言 い換 えるな らば，何 者 かに引 き上 げ ら
の

れ，世 の願 い主 の宣 べ伝 え られ た栄 えある真 理 を教 える

特別 な力 を授 け られ たのです。私 は，主 と顔 を合 わせ て

相見 た ことはあ りませ んが， ……は っ きりと問違 いな く，

その存在 を感 じた こ とが あ ります。私 は，瞭 い主 が生 き

てお られ る ことを知 ってい ます。」8

デ ビッ ド ・0・ マ ッケ イ 「キ リス トの教会 の会員 に

は， 罪な き 『人 の子』 を理想 とす る義務 が あ ります。 キ

まつた

リス トはこの地上に生 きた唯一の完 きお方であり，高潔
まつた

の最大 の模範 で あ り，神 の ご とき特 質 を有 し，完 き愛 を

備 えたお方 です。」9

ジ ョセフ ・フ ィール デ ィング ・ス ミス 「私 たちが，

ほかの何 に も増 して愛す べ きお方 は どなたで しょうか。

・それ は主 なる救 い主 イエ ス ・キ リス トで す。 私 たち

は， 自分 の命 よ りも， 自分 の父母 や子供 よ りも主 を愛 す

べ きです 。… …なぜ な ら，主 の祝 福 な くして， 私 たち は

何 も所有 す る ことがで きない か らで す。」1。

ハ ロル ド ・B・ リー 「聖霊 の力 に よ り， また心 か ら

へ りくだ って，厳 か な気 持 ちで全 世界 に証 します。神 は

確か に生 きてお られ ます。神 の御 子 イエ ス ・キ リス トは

肉体 を とって こ られ(1ヨ ハ ネ4：2参 照)， 十字架 につ

け られ，骨 肉の体 を もって墓 の 中か らよみが え り，今 日，

人類 の裁 き主 ，助 け主 として神 の右 に座 して お られ ま

す。」11

ス ペ ンサー ・W・ キンボー ル 「人々 が顔 につ ばを吐

きか けた とき も， イエ ス は気持 ち を抑 えて，静 か に威厳

を保 っ て立 ってお られ ま した。終 始 心 穏 や か で した。

人 々 はイエ スにつ ら く当た りました。 しか し，イエ スの

口か ら怒 りの言葉 は何 ひ とつ出 ませ んで した。人 々 はイ

エ スの顔 や体 を打 ち ました。 それで もな お， イエ スはお

び える こ とな く，確 固 として立 ってお られ ました。 ……

イエス は 『敵 を愛 せ よ』(マ タイ5：44参 照)と 言 われ

ま した。い まや イエス は，人 が 自分 の敵 を どれ だけ愛せ

る ものか を示 して くだ さい ました。 イエ ス は， ご自身 を

くぎで打 ちつ けた人 々 のため に，十 字架 にかか られた の

です。」12□

5.

6。

7.

8.

9.

10.

1/。

12.

13.

「教 会 歴 史 」3：30

「ブ リ ガ ム ・ヤ ン グ 説 教 集 」 ジ ョ ン ・A・ ウ イ ッ ツ ォ ー 編
，

P.59
めいそう
「瞑 想 と腰 い 」p .151

「ウ イ ル フ ォ ー ド ・ウ ッ ドラ フ 説 教 集 」G・ ホ ー マ ー ・ダ ラ

ム 編 ，P.27

プ レ ス トン ・ニ ブ レ ー 「歴 代 大 管 長 」p.140

「イ ン プ ル ー ブ メ ン ト ・エ ラ 」1906年8月 号
，p.806

「ジ ュ ブ ナ イ ル ・イ ン ス トラ ク タ ー 」1929年12月 号
，p.697

「指 導 者 の 証 」 フ ロ ー レ イ ス ・グ リー ン編
，p.47

「生 涯 の 宝 」 ク レ ア ー ・ ミ ドル ミ ス 編
，p.210

ジ ョ セ フ ・フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ス ミ スJr， 「み ず か ら を 心 に

留 め る 」p.296

「世 の 光 と な る 」p
.243

「エ ン サ イ ン 」1980年12月 号 ，pp.6-8

「エ ン サ イ ン 」1990年6月 号
，p，6

聖徒 の道/1993年4月 号

8







母
さんは父 さんに付 き添 って，夜遅 くまで病 院 に行

っ てい ました。母 さんに よる と，医者 も父 さんの

どこが悪 いのか判 断で きない らしいのです。明 日まで待

って様 子 を見 るしかあ りませ ん。

寝 る前 に，母 さんは もう一度病 院 に電 話 して，父 さん

の容体 を聞 きました。看 護婦 は，緊急 の患者が い るので，

少 しした ら電話 をか け直 す と言い ま した。 その時 は知 り

ませんで したが， その患者 とい うのは，父 さんの ことだ

ったのです。

やがて看護婦 か ら電 話が あ り，母 さん にす ぐに病院 へ

来 る ように言 い ました。兄 のルイ ス と妹 の レベ ッカが一

緒 に行 くと言 って い ます。疲 れて いた私 は，不 安 な気持

ちの まま寝 る仕度 にかか りま した。 しか し，横 になる と

みた まが ささや きま した。「起 きて，行 きな さい。」

私 はこの声 を無視 しました。 す る と，今度 は もっ と強

くみた まの促 しを受 けたので す。私 はその声 に従 う こと

に しました。私 た ちが病 院 に着 くと，母 さんが言い ま し

た。 「集 中治療 室 に行 って父 さんの様子 を見 て来 るわ。

す ぐ戻 るか ら。」

だいぶ時間 がた ってか ら， や っ と母 さんが 出て来 て言

い ました。「今 の父 さん をあな たた ちに は見 せ られな い

わ。 父 さん も，あ なたた ちに見 られ るの はつ らい と思 う

の。」

私 た ちは大 声で抗議 しま したが，母 さんは聞 き入れ て

くれ ませ んで した。 「だめ よ。 い つ もの父 さん を覚 えて

いて。」

「きっ と母 さん は
，父 さんが死 に そ うだ っ て言 え なか

った んだわ。」 そ う思 う と，怖 くな ってす っか り取 り乱

して しまい ました。 その時， テー ブルの上 の聖 書 に気 づ

きました。手 に取 って読 み始 め る と， 私 の目 はあ る一 節

に引 き寄せ られ ま した。

「わ た しは
， これ ら二 つ の ものの間 に板 ば さみ に な っ

てい る。わ た しの願 い を言 え ば， この世 を去 って キ リス

トと共 にいる こ とであ り，実 は， その方が は るか に望 ま

しい。」(ピ リピ1=23)

読 み 終 わった とき， 父 さん は この世 を去 らな くてはな

父さんが真っ白い服を着て戸口に立っている夢を兇まし

た。父さんは涙を流 してはいましたが，とても安らかな

表情をしていました。そして 「さよな ら，子供たち」と

震いました。

らないのだ とわかりました。ルイスは待合室ですす り泣

いていました。妹のレベ ッカは，ルイスが泣いているの

を見るのがどんなにつ らいか，また，病院にいるのに父

さんに会えないのがどんなに悲 しいか，話 しかけてきま

す。そして姉のメア リーアンとふた りの兄弟カール とマ

イケルは家 に残って，母さんか らの知 らせを今か今ふと

待 っているのです。 こんな悲 しい知 らせがあるで しょう

か。

涙がかれるほど泣いた私たちは，皆 ソファに座 ってう

とうとしていました。その時， こう思ったのを覚えてい

ます。「こんな形で父 さんが死んで しまうはずないわ。

何かが起 こって，私 たちと別れるのはつ らい とい う父 さ

んの気持ちを伝えて くれて，これから先の心の支えとな

るような慰めが与 えられ るはずよ。」

私は眠 りに落ちると，父さんが真 っ白い服 を着て戸 口

に立っている夢を見 ました。父さんは涙を流 してはいま

したが， とて も安 らかな表情 をしていました。そして手

を上げて，「さよなら，子供たち」 と言いました。

私は父さんに行かないでほしいと願い ましたが，突然

目が覚めた ときには， もう父さんはいませんでした。そ

の夜遅 く，父さんは亡 くな りました。

次の朝，自分のベ ッドで目を覚 ました私は，知 り合い

の人が私たちを病院か ら家 まで送って くれたことをうっ

すらと思い出 しました。ベッドの上に起 き上がって周 り

を見渡すと，何かいつ もと違うと感 じ，やがて父 さんが

昨夜亡 くなったことを思い出しました。私 は涙でぬれた

まくらに倒れ込むと， もう一度泣 きました。

一番つらかったのは，お葬式の後の数 日でした。テー

ブルに7枚 だけお皿 を並べること，夜，母 さんがそっと

泣いているのを聞 くこと，父さんのいすが空なのを見 る

ことなど，すべてがつ らかったのです。私の大好 きだっ

た父さんはどこにいるのでしょう。その時です。私 は父

さんが涙 を流 しなが ら別れを告げた夢 とあの聖句 を思い

出しました。

「わたしの願いを言えば， この世 を去ってキ リス トと

共にい ることであ り，実 は，その方がはるか に望 まし

いo」

そうです。私たちが必要 とするときには，父さんはい

つで も霊の状態でそばにいてくれるし，父さんとの思い

出は私たちに大 きな慰めをもたらして くれるのです。そ

して，父さんがキ リス トとともにいると思うと悲 しみは

和 らげられ ました。□
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主の み
七十人

ジーン ・R・ ク ック長老

復活祭を祝うに際して，私たちの望みを

さらに一層イエス ・キ リス トに向けるこ

と以上に輝かしい万法はありません。

友
人でもあるひとりの青年が面接を受 けに来 ました。

そして，「自分は罪 を犯 しています」 と， ささい

な取 るに足 りない問題 を打ち明けました。青年はその問

題 を， とて も重大な罪だ と思 っていたのです。「自分 は

弱点を克服する力 もないつまらない人間だ」 と，サタン

が思い込 ませようとするに任せていたのです。人生 につ

きものの問題や試練にすっか り押 しつぶされ，イエス ・

キリス トの真の弟子な らだれで も感 じられ るはずの心の

平安 をな くしていたのです。
「わかっているんです。キリス トの使命 は人 を罪 から

救 うことで しょう。で も，それ以外の問題についてはど

うなんですか。」

私 は彼 の心を和 らげようとして， こう話 しました。
「キ リス トが遣わされたのは，罪 を犯 して傷 ついた者 を
いや

癒 すた めだけでな く， 私 たちの悩 みや悲 しみ を担 い，良

心 の とが め を除 い て くだ さ る(モ ー サ ヤ14：45，

ll;ア ル マ24=10参 照)た め で もあ るんだ。 それ ばか り

か， 『苦難 とあ らゆ る誘 惑 で ある試 み とを受 け』， 『その

民 の… …病 い』 を引 き受 け， 『そ の民 を縛 る……縄 目 を

解 くた め に… …死 を受 け』， また 『そ の民 を救 う方 法 を

知 るため に民 と同 じく虚弱 を』 受 けるた めで もあったん

だ よ。」(ア ルマ7：11-12参 照 。下線付 加)

ふたりで聖典を読んでい くうちに青年は，キ リス トが

いわゆる罪だけでな く，悩みや悲 しみ，死，病，不安，

罪悪感，苦 しみまでも引 き受 けて くださるお方であるこ

とを悟 り，感激 したようでした。事実，イエス ・キリス

トは，私たちが 日常直面する問題や苦難を引き受ける力

を持 っておられます。これは実にすばらしいことです。

主は，私たちが裁 きの日に救われ るよう助けて くださる

だけではあ りません。私たちが霊性 を高め，御父や御子

と交われるよう努めるな ら，おふた方は日々の試練に打

ち勝てるよう力を与 えて くださるのです。

この能力，すなわち神の愛 によって世の試練 に打ち勝

つ力 を表わす言葉 として聖典で用いられているのが，主

の恵み という言葉です。 この言葉はなかなか定義しに く

いのですが，私の知 る限 り最 も適切 と思われ るのは，

「天与の力」，つまりあらゆることを成 し遂げるために主

より授 けられた力 という定義です。確かに主は喜んで恵

みを授 けて くださいますが，同時に，恵みに恵みを加え

て成長す るようにとも命 じてお られ ます。(教 義 と聖約

93=1-20参 照)

私 は，次のような聖句に深 く心 を打たれました。「主
いつ くし

の慈み深 き親切 と，主の善によりまた主の慈み深き親切
とこしえ

によりて与えられたることごとくのもの とを挙げて永遠

に語 るべきなり。
かんなん しか

主 は， あ らゆ る彼 らの銀難 をなや め り。而 して，主 の
あわれみ

前にある天使彼 らを救え り。 また，愛 をもて愛憐 をもて
あがな

主 は彼 らを購 い，お よそ昔 の時始 終彼 らを背負 い彼 らを

連 れ歩 きたまえ り。」(教 義 と聖約133， ：52-53)
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確かに主は，私たちが悩むたびにともに悩み，天使 を

送って くださいます。また，私たちが気づいているか否

かにかかわらず，1日々愛 をもって助 けて くださるのです。
ささ

私たちは，御父 と御子の恵みに絶 えず心からの感謝 を捧

げるべきではないでしょうか。

おそらく，私の若い友人がそうであったように，この

天与の力，すなわち主の恵みを生活の中で享受すること

が どんなに力強い祝福 となるか，初めは理解できない人

がいるかもしれません。 しか し，人を主の恵みに導 く原

則に従 って生活 してい くならば，ます ます理解を深めて

い くことができるで しょう。 ここでその原則について4

つの面か ら考 えてみましょう。

1.主 イ エス ・キ リス トを信 じる信仰

ペ テロが水 の上 を歩 い ていてお ぼれか けた とき， キ リ

ス トは， はっ き りとこ う言わ れ ま した。「信 仰 の薄 い者

よ， なぜ疑 った のか。」(マ タイ14：31)

疑 い を抱 いた その瞬間，ペ テ ロは水 の上 を歩 く自分 を

支 えていた力 をみずか ら絶 っ たのです。私 たち は，助 け

を願 い求 めなが らも，時折 ，疑 いや恐れ のため に神 の力

を断 ち切 って しま うこ とはないで しょうか。

一 方
，主 は信 仰が もた らすす ば らしい結果 につ いて明

らか に して お られ ます。 「この よ うに， わ た した ち は，

信仰 に よって義 とされ たのだか ら， わ た した ちの主イエ

ス ・キ リス トによ り，神 に対 して平 和 を得 て いる。

わた したち は， さ らに彼 によ り， い ま立 ってい るこの

恵 み に信仰 によって導 き入 れ られ， そ して，神 の栄光 に

あずか る希望 を もって喜 んでい る。」(ロ ーマ5

下 線 付加)

1-2。

2.悔 い改めの心 を伴 う謙虚さ
たま

「神 は高 ぶ る者 を し りぞ け
， へ り くだ る者 に恵 み を賜

う」(ヤ コブの手紙4：6。 下 線付加)と あ ります。

主 は別 の聖句 で も同 じ原則 を教 えてお られ ます。「も

ふたりで聖典を読んでいくうちに青年は，キ リス トがい

わゆる罪だけでなく，悩みや悲 しみ，死，病，不安，罪

悪感，苦しみまでも引ぎ受けてくださるお方であること

を悟り，感激 したようだった。
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し人われに来 らば，われはかれにその弱点を認 めさせん。
けんそん あと

見よ，われは人 を謙遜 にするために人 に弱点を与うれど，

すべてわが前 にへ りくだる者には充分わが恵みを授 くる

により，かれらがわが前にへ りくだりわれを信ずる時に

はその弱 きを強 きに変 えん。」(イ テル12=27。 下線付

加)

へ りくだり，罪 を悔い改めることによって，私たちは

キリス トを自らの生活 に招 き入れ，霊 を奮い立たせ， ま

た人生の苦難に対処する力を得 るのです。 しかしそれと

同時に，あらゆる面で主のみこころに喜んで従 う姿勢 も

身につけていかなくてはなりません。

私の友人がぶつかった問題は，決 してまれなものでは

ありません。「自分だちは教会員だから，そうい う試練

は免れる。」 ときに私たち末 日聖徒 はこのような考 えに

陥ってしまいがちです。しかし，私の経験 から言うと，

教会員であっても，一般の人々を上回ることはないかも

レれませんが，同 じくらい多 くの試 しは受けていると思

います。なぜでしょうか。それは主が教会員を愛してお

られるか らです。

教義 と聖約第95章1節 か ら2節 に至 る言葉が，それを
なんじ ゆる

如実に語っています。「汝 らの罪赦されんために，愛す
こら

る汝 らをまた懲 しむるな り。 そ は，懲 しめ とともに汝 ら
おい よう みち

がすべてに於て誘惑 より免るる様われ一つの途 を備 うる
ゆえ

故にして，われもとより汝 らを愛す。

この故に汝 らすべからく懲 しめを受 け……ざるべから

ず。」

主が私たちを懲 らしめられる神聖な理由は，私たちに

罪の赦 しを得 させるためなのです。主は私を救 うために

常にひとつの道 を備えておられます。試練のただ中にあ

って，私はその道に気づかなかったか もしれません。 し

か し，その問 も主はずっと私 に愛を注いでおられたので

す。その ことを思 うと喜びに満たされます。

主はまた，神の恵みを得るうえで悔い改めが重要な役

割を果たす ことを強調 しておられ ます。
もつ

「願わ くは，神が その完全な大 きな道 を以て，人 に悔

改めと善 とを行 うことを得させて，それぞれの行いに従
よ

ってその善い行いに応ずる報いを受けさせたまわんこと

を。」(ヒ ラマン12：24。 下線付加)

主の恵みという天与 の力を賜わるには悔い改めが必要

です。確かに人 は皆，絶えず悔い改めなければならない

のです。

悔い改めようとする人々に主はこう言っておられ ます。
「犠牲 としてわれに捧 ぐべきものは，真 にへ りくだる心

と悔 い る精 神 な り。… …
おさなご

この故 に，悔い改めて幼児のごとくわれに来る者 は，
い

われ ことご とくこれ を受 け容 るべ し。 ……故 に，世界 の

隅々 に至 る者 たち よ。悔 改 めをな し， われ に来 りて救 い

を受 け よ。」(III二 一 フ ァイ9：20，22)

3.犠 牲 を払い，で きる限 りのことをす る

人は， 自分にできる限 りの ことをしなければな りませ

ん。そうして初めて，神の恵 みがその人の生活に作用し

始めるのです。
「だか ら私たちが力をつ くして書 き記すのは，自分た

ちの子孫 と兄弟たちを説得してキリス トを信じさせ，神

との一致 を得させるためであり， それは人が最善 をつ く

してはじめて，神のめぐみにより救われることを知って

いるからである。」(II二 一ファイ25：23。 下線付加)

なんとすばらしい原則でしょうか。主の助けは，老若

男女，信仰の強弱 に関係な く，その人の知識によるので

も， ましてや主 に何を捧 げたかによって与 えられ るので

もありません。その人が今置かれている状況の中で最善

を尽 くしたか どうかによって与 えられるのです。

4.戒 めに従 う

戒めを守 りなさい という聖句はた くさんあ ります。私

たちは，祈 りの答 えを受 けるために今す ぐ完全な人 とな

る必要 はありません。 しかし，謙遜な心で，最善 を尽 く

して戒めを守るよう努めなければなりません。そうして

初 めて主は助けて くださるのです。
いましめ まつた

「もし汝 らわが誠命を守 らば，御父の完 きを受 け，わ
お ごと さかえ

が御父に於ける如 く，汝 らわれにありて栄 を得べ し。 こ
め ぐ み

の故 に汝 らに告 ぐ，汝 ら恩恵 に恩 恵 を加 えらるべ し， と。

彼の誠命 を守 る人は真理 と光 とを受け，ついに真理に

よりて栄光を得て，すべての事物 を知る。」(教 義 と聖約

93：20，28。 下線付加)

主の祝福があって，私たちが復活祭の真の意義 に深 く
たまもの

思 いを巡 らし，御 子 を通 して もた らされた大 いな る賜 を

よ り完全 に悟 る こ とが で きます ように1私 た ちの望み を

ひ たす らイエ ス ・キ リス トに向 ける こと以上 に復 活祭 に

ふ さわ しい願 い はあ りませ ん。 イエ ス ・キ リス トは実 に

こ う言 って お られ ます。 「わ た しは戸 の外 に立 って， た

たいてい る。 だれで もわ たしの声 を聞 いて戸 をあ けるな

ら， わた しはその中 にはい って彼 と食 を共 に し， 彼 もま

たわ た し と食 を共 にす るで あ ろう。」，(黙示3：20)□
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たな
b

渚

私は自分自身の証を得る決心をしました。

シャウナ ・ロビンソン

高校生の時，私 はいつ までも両親の証に頼 らないで，

もうそろそろ自分 自身の証を得ようと決心 しました。

で も， どうしたらよいかわか りません。そこで，ある

晩ベ ッドのわ きにひざまずいて祈 り，福音が真実である

か どうか教 えて くださいと，主に尋ねました。そしてす

ぐベ ッドに入 り，寝て しまいました。

翌 日， そしてその後数 日にわたって同 じことを繰 り返

しました。言 うまで もな く，証は得られ ませんでした。

そこで私 は別の方法を試 してみました。ただ祈ってベッ

ドに入 るのではな く，祈った後ひざまずいたまま答 えが

来るのを待つ ことにしたのです。で も，答 えは得 られま

せんでした。

何かしなければ， と思いました。その時ちょうどモル

モン経を読み終わったところでしたが，モルモン経の中

に出て くる人物 は皆，絶 えず証 を得ていました。私 に答

えが与 えられないのは不公平だわ。 どこか問違っている

のかしら。そう思いました。

ある晩，教義 と聖約 を読んでいると，第9章7節 に次
なんじ

のように書かれていました。「見 よ，汝 いまだ悟 らず。

汝はひたす らわれに願い し時 はこれを与 えらるるならん

と思 えり。」

私 は，まった く間違 った方法で証を得ようとしていた

ことに気づ きました。ただ与 えられるのを期待するので

はな く，自分か ら探 し求める必要があったのです。

それか ら，証 というテーマに関する参照聖句をできる

限 り調べました。また，証について監督や両親 をはじめ

いろいろな人 と話をしました。

研究 と断食の後，真理を知 ることがで きるように主に

祈 り求めました。 こうして私 の証は成長 し始 めたのです。

しかし，最初の祈 りが こたえられなかった と思ったの

は間違いでした。教義 と聖約第9章7節 は私 の祈 りに対

する答えだったのです。それは証ではありませんでした

が， 自分で証 を見いだす方法 を教えて くれたのです。□
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を
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験
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を
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て
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も
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を
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を
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を

赦

な

は

か

，
な

る

苦

ア

，

い

ず

に

て
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が
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光
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験
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叙

姉

越

硬

燦

繊

敵

鋤

琵

貿

齢

誌

観

囲

頒

削

ば

琵

隊

畿

駄

揃

魔

旧

あ

り

び

動

び

機

人

解

た

う

の

悔

を

う

か

て

ん

す

少

自

が

れ

る

て

喜

に

時

喜

２０

，
理

き

よ

章

ら

仰

い

。
れ

せ

在

う

。
と

な

な

っ
た

か

の

の

：

ら

あ

喜

感

た

る

か

は

た

の

び

す

り

を

て

の

３６

か

信

と

た

触

ま

実

も

う

こ

う

に

言

じ

い

こ

ど
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。
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を
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だ
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は

い

え

し

し

り

の

私

信

み

た

て

に

く

た

取

た

一

女

て

考

で

介

あ

い

に

る

読

私

つ

ぐ

て

し

を

し

の

け

分

す

彼

れ

う

う

紹

は

な

次

ず

を

が
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自
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が

ま

助

ま

ん

ち

め

す

い

き

し

と

と

い

扶

い

喜

も

た

で

若

と

を

つ

こ

て

部

て

，

は

の

の

，
る

事

も

る

し

キ

い

も

朝

徒

る

は

れ

仕

来

せ

を

一

働

て

，
生

い

の

ら

講
欝
畿撚

ユ

計

収

き

ま

会

そ

セ

ん

夜

「

た

す

発開の源資的霊

ル

で

使

・

つ

を

ロ

れ

ド

と

二

一

立

活

プ

ば

ア

こ

十

サ

に

生

な

結

ク

の

時

ン

丘

の

大

く

工

年

当

ぺ

の

ぞ

偉

固

驚
黙
驚
瓢

鰯
剛
鷺
魁
膨

紘
謎
総

票

堰
勤
雄

復

た

。
員

キ

の

上

ム

回

も

た

定

・

そ

え

ラ

に

し

徒

Ｗ

て

変

グ

朋鱗野削齢聖

む

の

。
と

す

ー

え

を

め

に

殿

一

た

」

ま

て

蓄

物

た

年

神

ル

し

た

い

し

を

ち

う

８８

度

ぺ

ま

し

言

と

額

持

補

１９

↓

は

け

で

は

用

の

い

を

。
う

家

を

可

部

の

半

少

い

し

，

畝

め

不

キ

め

の

・

二

し

ス

行

０

，
な

言

ク

て

は

ら

は

エ

し

に

な

長

，

に

る

ば

部

は

ち

す

れ

キ

ち

待

族
受

能
長

費
分

な
分

た
も

撫

契

難

な

ま

末

し

に

か

ス

そ

日

撫
蹴
難
鱒
熱

　　欝

灘

つ

ヲ

姉

ら

に

く

も

ル

干

し

は

。

伝

き

ロ

た

上

て

て

ブ

日

ら

妹

す

，
働

一

れ

の

け

し

一

の

具

姉

ま

は

に

レ

わ

ト

つ

理

テ

こ

家

ロ

い

子

ア

ゲ

言

ス

を

修

を

Ｑ

，
は

一

で

息

ビ

・

と

キ

気

を

す

す

ぼ

に

レ

ん

る

リ

ラ

」

テ

に

ル

い

で

け

間

ゲ

住

な

ボ

ウ

い

の

う

ブ

と

の

除

居

。

と

こ

に

伽

懲

ト

は

ト

あ

幡

控

勧

脇

碓

臓

肋

ユ

ル

く

ナ

な

た

，

て

い

の

ま

の

の

る

り

め







　す

々

て

ト

：

会

の

い

に

身

い

い

で

人

ベ

キ

ー３

い

音

も

年

献

合

て

う

の

述

，
イ

な

福

員

３０

は

け

れ

そ

外

に

に

タ

て

の

会

て

で

助

か

る

以

う

様

マ

持

り

う

れ

今

と

築

ー

か

か

ま

ら

，
仰

が

い

人

よ

同

赫
療
醗
耀
総
雛

騰
醐灘
灘
羅

合

レ

い

す

『

照

い

を

。
た

末

神

ｄ

け

一

つ

ま

も

参

も

福

す

満

な

精

す

助

ト

に

い

で

４

員

祝

ま

も

的

の

ま

ロバタオ

キ

瓜

。
ば

伽
勢

一

で

ポ

物

工

入

は

ク

を

，

す

す

呼

沙
大

レ

地

や

織

て

導

に

工

路

り

ま

ま

と

が

バ

心

一

る

つ

が

ス

，

販

あ

い

い

ス

化

タ

中

タ

れ

わ

機

ヨ

く

の

に

て

て

ヨ

文

オ

の

一

わ

代

織

二

多

品

北

し

つ

ニ

ン

，

品

セ

使

に

カ

一

が

商

ぐ

置

な

一

ア

て

製

な

に

り

動

レ

人

で

す

位

異

レ

イ

し

物

か

グ

織

た

バ

た

ま

の

に

く

バ

デ

そ

織

や

ツ

手

し

タ

け

に

道

球

た

タ

ン

。

な

鮮

バ

る

入

オ

た

国

赤

半

つ

オ

イ

す

的

色

ド

か

輸

。

に

他

は

る

ま

，

ロ

ま

統

。

ン

か

や

す

才

や

ロ

な

も

は

バ

い

伝

す

ハ

の

ン

ま

の

土

バ

異

に

で

タ

て

の

ま

，
手

シ

い

ス

全

タ

は

的

こ

オ

め

ス

り

ヨ

，

ミ

て

ネ

ル

オ

と

化

こ

る

占

ヨ

あ

チ

は

用

れ

ジ

ド

ト

文

れ

を

こ

も

ン

に

業

さ

ビ

ア

も

り

ブ

プ

マ

け

こ

罰

し

あ

，

ツ

。

な

。

の

ず

は

は

コ

す

れ

す

ご

必

で

で

な

ま

ら

で

も

，

け

ム

さ

ち

え

の

で

も

わ

一

小

立

答

る

親

て

る

ゲ

た

に

に

れ

両

つ

い

の

つ

前

問

ら

え

　

姉

に

彼

ン

将

え

な

熱

を

す

も

動

末

困

す

す

の

に

ま

ち

ス

身

。

コ

，
考

う

も

人

で

々

活

，
が

味

ま

音

め

い

た

む

そ

さ

教

と

品

音

ど

す

で

通

ま

若

婚

も

レ

，
成

宣

ト

芸

。

な

ま

的

を

い

る

結

は

一

た

形

還

ン

エ

す

ツ

い

目

動

．い

す

の

代

ト

ま

て

帰

タ

手

ま

一

て

る

活

ぜ

加

徒

時

と

も

つ

は

ル

は

い

ポ

し

め

，

お

参

聖

な

，

妹

よ

女

サ

来

て

ス

中

強

が

お

に

日

難

る

の

ざ

ん

く

活

遠

と

よ

生

ら

ほ

に

を

か

，

い

え

会

が

互

教

教

す

は

む

あ

て

べ

入

の

質

け

と

ん

レ

献

す

の

が

と

い

に

個

の

人

の

て

と

意

い

福

た

は

人

は

し

夕

の

ル

に

か

た

せ

一

の

で

社

す

い

ろ

動

は

も

た

会

つ

こ

を

て

，

い

に

成

で

を

の

水

ク

内

を

，

ま

ト

へ

り

会

ま

た

い

活

動

る

つ

教

と

る

と

し

と

な

中

身

的

活

庭

が

イ

間

水

は

れ

・

音

・と

品

い

し

，

の

活

い

至

，

に

け

こ

明

る

れ

も

独

。
霊

生

家

ル

マ

時

に

で

ら

ス

福

ひ

粧

て

を

ス

人

な

て

に

は

ち

つ

た

説

よ

入

ち

の

す

は

い

。

一

て

が

顔

ム
．
れ

一

が

た

化

い

業

ン

成

う

れ

婚

れ

た

見

つ

は

に

り

た

ト

ま

ら

し

ん

ミ

つ

ル

，

一

逃

レ

生

き

，
働

出

ダ

身

よ

わ

結

こ

員

を

わ

妹

女

取

人

キ

い

彼

苦

せ

ジ

持

ク

ば

ゲ

ら

グ

人

て

で

て

輸

や

独

の

な

て

Ｑ
会

手

終

姉

彼

に

る

の

言

堅

ま

ラ

を

イ

れ

の

か

の

れ

師

し

の

楽

の

こ

行

じ

す

い

相

う

ス

中

か

ど

号胡年野削勧聖

●

ミ

ト

道

バ

タ

一

奥

の

の

ス

伝

ン

ス

テ

と

り

。

部

の

の

イ

カ

ス

弟

た

る

支

裏

弟

．

・

口

兄

ふ

い

ン

宅

は

．

コ

バ

ダ

か

て

一

自

入

右

ス

タ

エ

会

つ

イ

と

収

。

シ

オ

イ

教

言

テ

妹

の

る

ン

ニ

，
と

ラ

姉

こ

い

ラ

タ

は

た

・

ア

。

て

フ

下

ス

妹

え

ロ

シ

機

れ

の

。
力

姉

変

バ

ル

り

わ

部

督

・

ア

に

タ

ガ

織

使

ド

監

セ

リ

全

オ

・

グ

も

一

ダ

ホ

マ

完

ム

ン

に

ワ

エ

の

の

を

一

ア

キ

金

ラ

イ

部

ん

活

左

リ

ツ

資

ブ

一
一
キ

さ

生

理

球

か

ル

の

言

ン

仕

助

ル

弟

と

し

の

知

示

一

族

と

サ

奉

扶

の

の

ド

に

校

を

を

れ

悪

と

な

教

で

成

て

に

ち

種

に

信

す

管

し

う

わ

と

つ

に

で

ん

て

し

う

た

る

ず

の

で

域

て

よ

ヤ

家

型

・

て

部

男

そ

ツ

み

学

と

解

現

る

保

う

と

喜

し

対

よ

員

あ

じ

ら

ず

地

れ

し

二

の

典

ト

し

キ

長

，
ビ

し

，

こ

理

、

が

す

く

よ

こ

，

と

に

る

会

，

感

彼

は

の

さ

で

力

妹

の

キ

と

一

。

え

ダ

楽

は

る

に

響

宗

清

く

ぶ

し

者

会

き

教

に

を

た

る

会

徴

法

・

姉

族

は

師

テ

す

終

，
を

ち

あ

と

影

改

を

お

学

増

導

社

で

の

中

の

ま

く

教

象

方

コ

ダ

家

弟

福

ス

ま

を

ル

日

た

で

こ

も

は

身

て

を

が

指

域

が

ト

の

る

。

て

，

に

の

ル

エ

の

兄

祝

は

い

道

工

る

子

ン

る

に

々

自

し

音

力

て

地

け

キ

ら

い

う

つ

は

語

主

マ

イ

く

ル

の

妹

て

伝

ビ

出

息

モ

守

に

の

ル

を

分

人

分

に

福

能

つ

と

助

彼

て

よ

わ

条

標

い

ピ

多

一

部

姉

れ

は

ハ

ｄ
自

潔

，
習

よ

会

手

今

つ

し

伝

信

る

救

す

，
清

て

学

に

教

な

，
ぎ

で

く

の

あ

は

で

め

を

し

と

と

と

的

。
ば

な

い

よ

員

に

れ

の

改

家

そ

心

こ

族

果

す

れ

み

な

も

会

机

そ

な

を

，

。
関

る

家

効

で

す

が

れ

さ

の

の

「

鶴

醐

龍

対

切

肘

」

簾

勧

蹴

翫

睡

鵬

獄

輔

丸

る

い

と

り

育

奉

長

さ

な

を

の

は

仰

。

の

な

ヤ

キ

ル

さ

ス

，
道

下

モ

仰

と

ん

ん

二

一

↑

召

ル

ル

伝

年

が

信

，

さ

そ

カ

テ

ヤ

に

の

↑

も

。

ら

，

る

奥

，

。

ス

ニ

長

娘

ミ

ル

す

彼

て

れ

と

は

す

ナ

カ

会

と

ジ

ク

ま

も

い

く

弟

身

ま

ア

，
会

ス

ラ

イ

い

達

て

て

ｄ

兄

献

え

タ

し

協

イ

ブ

マ

て

友

つ

し



ベ

プ

【
会

の

ラ

ル

。
テ

つ

「
プ

ア

族

ス

待

ザ

と

・

家

口

を

イ

弟

ス

の

バ

会

バ

．兄

暦

凄

汐

備

邦

巧

義

の

弟

一
会

会

ス

た

長

兄

大

員

ン

員

部

ゴ

右

部

定

レ

会

支

ン

。
キ

事

バ

の

…ツ

ア

晶則

｝
鋤
珊

・

．部

方

ク

宅

テ

ス

ド

プ

カ

自

ス

…
ク

一

…

・

の

の

下

ツ

ワ

ト

ラ

部

。
レ

ラ

左

ル

カ

キ

員

ア

デ

錨
も
鷺
麓
叢
霧
灘
働

鱗
舗

噂

嚇
味
強

誌
∂
臨

誌
会

劫

呼

竹
妨

鰯
薪
論
講
祠
緑
瀦
畝
蔽

螺
灘
鱗
難

」

リ

か

呼

よ

む

姉

務

力

び

丘

の

の

小

で

す

弟

と

聞

て

ゴ

を

リ

伸

の

員

る

た

け

ま

兄

長

を

え

ン

長

メ

ロ

と

会

い

て

だ

い

ゴ

部

話

伝

ア

部

ア

キ

も

，

て

建

徒

て

ン

支

，

ベ

ク

支

ン

数

ふ

が

つ

で

聖

つ

ア

の

は

の
宣

力

が

パ

に

の

す

通

材

日

な

ク

体

彼

を

，
弟

，
北

山

ま

に

資

末

も

力

全

。

音

ば

兄

は

に

ど

い

会

た

，

と

・

ラ

ん

福

。
え

ス

部

い

ほ

で

教

し

は

り

ス

カ

せ

も

教

テ

．

が

姉

キ

」

を

せ

く

ば

教

徒

す

と

イ

支

沿

ロ

ん

て

供

堂

誇

イ

ブ

ま

で

う

ス

ナ

師

の

が

す

員

ま

多

呼

問

い

で

た

ル

ラ

一

キ

込

い

提

会

の

ル

は

れ

に

一

教

当

員

で

全

り

の

と

訪

て

ら

の

カ

エ

６

り

歩

が

教

民

で

し

れ

人

プ

ウ

，
入

は

会

な

住

主

る

イ

５

に

ど

教

素

域

こ

い

ハ

は

帯

ん

。
簡

地

の

て

・

東

地

と

す

く

く

妹

め

ン

，

陵

ほ

で

さ

な

味

も

だ

彼

意

か

は

。

る

る

に

す

あ

え

人

ま

は

言

く

い

●

●

，

む

外

す

の

テ

デ

ペ

レ

に

き

以

ま

後

ス

ビ

ス

も

会

で

る

し

午

副

の

。

ち

大

が

い

話

の

二

会

た

た

総

と

が

で

日

第

大

し

人

も

こ

チキは話の半大臨

一

た

せ

か

少

を

言

ム

者

見

わ

「

ま

は

，

導

ど

が

§
，
た

彼

驚

鍵

指

一

オ

ィ

る

い

ま

）

む

人

語

曜

ス

総

ま

い

と

る

す

タ

ま

な

奥

す

宣

こ

メ

る

ア

土

ヨ

に

い

な

く

じ

ま

オ

た

の

と

ま

は

う

の

き

音

て

を

客

際

改

に

ラ

え

ユ

ニ

ち

て

ら

な

感

い

ヲ

　

て

の

兄

て

最

と

教

た

は

を

品

め

，

た

奉

工

し

な

れ

し

つ

そ

ラ

じ

，

た

宣

し

に

標

料

初

が

し

は

ム

と

的

ら

。

と

音

ル

感

と

け

が

証

ら

目

食

．
，
た

ま

妹

ヤ

長

本

け

す

に

福

工

う

る

か

ま

と

か

と

る

は

し

び

姉

。
会

基

つ

ま

ち

そ

ム

そ

よ

を

た

る

る

，

い

に

ま

伸

弟

た

会

の

に

い

た

こ

ヤ

も

に

倒

み

あ

け

う

て

き

し

て

兄

し

協

か

身

て

員

と

・

妹

弟

面

，

で

受

お

し

と

配

つ

ラ

ま

助

ほ

を

つ

会

．
こ

ロ

姉

兄

分

し

実

を

従

営

た

心

え

ル

き

扶

や

術

願

灘
鵬
鰯
離
蒲
輔総
観
鞭

バ

の

の

さ

。
教

と

ツ

㌧

教

の

曜

減

売

以

く

妹

妹

ど

協

，
の

た

日

が

の

宗

深

姉

姉

な

う

，
事

よ

み

も

弟

い

初

い

師

と

福

立

店

は

実

仕

ル

て

家

る

朋卸罪闘勧聖

む

，

パ

を

ク

こ

の

く

オ

を

ス

イ

オ

ア

テ

ユ

テ

タ

３０

ん

の

妹

わ

べ

冒

。

て

に

た

交

は

ツ

員

工

，

る

聞

し

抗

ロ

テ

が

ユ

ラ

の

ス

オ

ら

せ

人

姉

交

ル

の

す

し

む

べ

を

鱒

囎
論

熟

磁

欝

罫
撒
黛

鷺

醗

麟
欝

離
難

謝
傭

　　欝

驚
穣
　鷲雛







む

　轡
灘
簿
羅
縣
　郷
灘

□

栃
ｐ
誌

藩

認

鯵
いっ
彼
し
鶏

騰

蕨

での
獄
勢

藁

解
、
鞭

㌶

ル

長

い

格

は

う

：

で

よ

メ

会

て

厳

れ

よ

５

中

る

・

会

い

を

そ

る

イ

の

出

ト

員

働

約

。
な

タ
儲戚

が

ス

定

て

誓

す

と

マ
い親

人

琳

競

邑

初

眩

胱

誼

魏

騰

す

た

前

監

テ

し

す

の

れ

に

ス

部

会

困

が

ル

な

に

彼

は

で

さ

り

テ

ド

教

貧

け

カ

が

う

と

妹

会

示

た

プ

」

。

の

助

と

法

よ

」

姉

教

に

当

バ

ワ

た

ち

の

，
方

た

ら

ン

。

分

の

，

で

し

た

主

い

に

れ

か

メ

た

自

ま
目

は

年

ま

員

，

な

か

ら

す

ル

し

と

，
女

１

れ

会

で

は

ほ

え

ま

。
教

き

主

ル

と

か

も

メ

ひ

す

で

・

は

で

国

ト

音

の

の

ス

福

な

ど

ネ

「

族

欝
藩

ノ

ラ

塀謙

プ

ア

え

の

ク

備

き

エ

を

書

「

ら

好

先

舶

し

ま

め

記

い

た

て

の

を
．
葉

れ

殿

言

ら

神

な

け

の

ト

じ

う

推

ん
汝

よ

が

。

の

ト

よ

の

で

ば

キ

の

妹

て

の

ん

師

り

ヤ

部

姉

し

男

さ

教

ち

ア

ド

カ

と

い

奥

宣

に

グ

一

ス

長

幼

と

還

活

は

ワ

シ

会

は

弟

帰

生

弟

ド

ン

副

に

兄

に

の

兄

ラ

ラ

の

り

ス

共

そ

ス

サ

フ

性

た

ア

は

を

．
ロ

の

て

女

ふ

リ

妹

愛

ル

部

し

い

。

肱
㍍

知
力
嘉

瓢

鰐

霧

議

聾

黙

蔑

塑
「嚢

儲

フ
磐

靴

ヴ
禦

導

議

罫

錆
乞

状
欝

筋

震

す
実
述
監
す
た
力

畝

以

櫻

対

痘

ぼ

聯

ひ

ル

趣

焼

齢
階

ル

ン

に

い

央

と

一
れ

３

督 る

こ

い

さ

，
教

い

ち

に

教

こ

か

ら

テ

の

な

い

と

言

な

が

，
な

過

う

が

の

心

か

プ

で

う

て

う

う

き

す

り

し

・が

よ

ら

部

に

時

バ

会

よ

れ

負

こ

生

ま

限

は

私

い

彼

ド

け

の

ら

教

の

さ

に

は

う

き

い

と

，

な

，

一

助

。
年

か

，
座

頼

方

督

こ

で

な

う

し

し

ば

ワ

の

た

少

て

は

講

信

き

監

も

さ

よ

も

に

れ

よ

ち

し

青

し

て

中

擁
欝
瓢
鞭
義
憲
総
驚
撫

ｄ

な

べ

督

が

人

養

し

た

を

こ

い

，
う

ま

誠

を

ス

で

け

導

つ

範

た

つ

ば

よ

れ

に

謝

ア

員

受

指

．，
大

。
言

模

れ

が

せ

た

く

う

感

リ

会

を

が

号斬響鮪聖

噛

ラ

師

一
め

校

て

の

・

ナ

フ

教

テ

務

学

し

校

ラ

ミ

と

宣

ス

を

曜

と

学

ウ

セ

弟

還

央

督

日

堂

曜

ラ

は

兄

帰

中

監

の

会

日

の

妹

ス

に

ル

の

ル

教

で

ル

姉

ア

共

キ

部

キ

室

キ

ロ

。

リ

は

ヤ

ド

ヤ

一
ヤ

一
る

フ

妻

ア

一

ア

下

の

ア

レ

い

・
夫

グ

ワ

グ

。
家

グ

ゲ

て

ス

。
は

ー

ス

借

る

。
し

口

妹

ス

第

ラ

る

え

妹

も

ル

姉

ロ

ド

右

ク

い

教

姉

師

力

力

ル

ラ

。
人

て

を

口

教

ス

カ

サ

る

成

れ

ス

一
の

シ

，
部

い

身

わ

ラ

レ

一

左

ン

で

キ

て

独

使

ク

ゲ

リ

灘
欝
響
灘
瓢鷲
轍
蒲
購騨
灘
灘

む

　

た

ン

道

な

す

わ

，
う

し

ロ

伝

ん

ま

言

は

い

ま

コ

。
そ

い

は

の

と

き

近

た

。
言

と

た

る

て

最

し

か

と

だ

れ

あ

て

は

ま

う

た

と

わ

が

育

弟

し

よ

つ

こ

言

力

を

兄

還

し

か

）

が

る

し

人

ス

帰

で

な

し

主

げ

∴
難
譜
轟

〉つ

め

弟

立

・

ア

ル

り

と

ラ

神

こ

仰

越

け

ゴ

。

こ

小

殿

に

た

兄

な

ゴ

ル

プ

よ

る

と

マ

す

信

り

だ

ア

す

る

」

神

下

暖
以
軸

。
〃
ヴ
加
℃
⑳
脱
刎
翻
紛
繰
蓼

羅

赫
圃
陵
顛

鎌

灘
欝
織
欝

　亀
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人

木

ち

か

片

う

。

ド

で

の

，
打

に

，

ゆ

た

↑

の

り

る

を

犬

れ

き

し

オ

な

か

れ

の

の

さ

脱

ま

フ

故

が

免

お

病

と

を

い

ル

事

り

を

に

犬

落

首

遭

イ

た

通

死

甲

狂

り

足

に

ウ

つ

を

凍

の

，
振

両

故

，

こ

ろ

く

足

る

ら

，

事

な

起

こ

う

左

す

か

し

の

み

に

と

危

，
を

馬

折

々

は

前

る

て

て

が

る

骨

数

ら

る

い

れ

い

け

走

所

，

れ

な

で

さ

て

大

，
カ

ど

こ

に

ん

見

つ

で

る

２

な

も

歳

込

発

切

ん

れ

を

る

か

２０

。

り

に

を

込

ま

足

す

し

が

す

オ

い

え

大

は

要

主

た

フ

深

備

多

に

が

に

つ

ル

意

ね

に

彼

と

代

か

イ

注

兼

人

に

ご

時

な

ウ

，
を

一

特

る

な

ら

人

は

心

人

。

あ

難

な

の

フ

な

一

た

で

困

ば

意

ラ

順

員

し

者

に

れ

熱

ド

従

会

ま

導

常

け

と

ツ

に

教

し

指

非

な

仰

ウ

き

，

ら

い

。

し

信

・

導

て

た

強

た

揮

な

ド

の

し

も

る

し

指

大

２

に

た

で

れ

こ

れ

太

た

ら

目

れ

発

ら

た

倒

左

つ

か

な

ら

不

け

れ

に

，
負

ん

う

ず

い

向

か

胸

り

を

ぺ

そ

き

幸

に

引

が

折

傷

つ

し

引

。
胸

が

木

本

撲

て

死

に

た

ど

金

，

３

打

の

圧

馬

し

う

き

た

を

い

車

く

る

ま

よ

引

ま

ψ
骨

ど

水

う

す

り

ち

然

も

，

暴

も

口

，

に

て

，
と

銃

き

ま

胸

，

後

ち

り

こ

，

の

落

た

た

が

た

あ

こ

も

のたきてしをえ備な分十にすた果

。

を

す

責

で

む

。
初
肋

ひ

た

き

を

ず

う

危

走

あ

が

偶

た

と

に

し

て

と

な

よ

し

骨

腕

ま

つ

こ

う

の

り

守

る

も

こ

と

り

て

腰

あ

を

あ

の

は

つ

と

も

分

で

た

彼

つ

し

た

い

も

か

も

と

自

力

い

，

度

遭

り

し

て

と

か

も

こ

の

て

て

ぶ学をとこ
．
るす頼信を主

じ

主

め

つ

り

く

認

な

振

な

ら

に

を

も

か

年

故

れ

く

晩

事

紛

早

。

の

は

が

す

々

の

彼

ま

数

た

け

な

ラ

導

改

ド

に

が

ツ

場

々

ウ

農

人

争
の

の

⇔

で

㎜
も

た

遂

ボ

人

け

儀

ン

醤

愛

の

べ

侮

を

初

・

は

マ

鰻

ン

で

ス

の

襲

こ

テ

で

ジ

そ

フ

ス

は

。
バ

リ

蓼

た

’

ギ

鍵

れ

し

イ

フ

か

宗

幼

と

に

，
れ

つ

父

顔

ち

し

れ

た

て

ト

打

助

入

，

こ

録

し

ら

入

，

に

落

ま

ら

い

し

一

を

救

に

は

る

記

遇

け

の

た

床

ら

り

け

で

走

メ

中

を

み

フ

す

た

遭

助

湯

ま

て

か

あ

を

ん

暴

４

背

ろ

ぼ

ラ

頼

い

に

て

熱

。

ち

段

も

腹

積

を

，

て

こ

く

ド

信

書

難

つ

は

た

落

階

と

に

て

丘

る

ち

と

の

ツ

く

が

苦

よ

彼

し

り

，
こ

牛

つ

が

返

落

る

幹

ウ

深

身

や

に

，

ま

べ

り

た

雄

返

馬

り

ら

い

の

・
．
を

自

故

悲

時

み

す

た

し

，

り

，
繰

か

て

木

ド

力

彼

事

慈

の

込

ら

れ

り

も

繰

る

つ

上

れ

の

一

の

。

の

の

歳

ち

か

ら

た

に

つ

れ

引

の

ぼ

ご

オ

主

た

多

主

３

落

助
梁

け

つ

か

引

も

も

木

お

ん

フ

ら

し

幾

，

。

に

の

つ

折

ほ

が

埋

ど

る

，
り

ル

か

ま

，
度

す

ま

屋

き

を

の

車

に

も

あ

る

，

イ

ろ

び

ば

都

で

が

納

た

腕

そ

馬

草

と

も

け

る

ウ

こ

学

れ

の

の

大

の

た

片

。

，
し

車

半

つ

れ

い

を

よ

そ

た

た

親

を

て

た

る

干

馬

ル

ち

さ

　

テ

ル

い

妻

で

押

や

る

ホ

た

ウ

４

状

教

を

る

き

大

イ

助

・

イ

て

多

ら

し

者

れ

ダ

し

ン

ウ

し

で

か

差

権

さ

イ

ま

は

が

し

彼

に

愛

も

に

ヨ

，
隠

問

た

ら

神

獄

ア

い

難

老

面

ジ

き

を

の

い

か

の

投

。
失

苦

長

直

ん

に

と

身

府

て

府

く

か

す

え

の

フ

に

せ

え

大

す

な

る

長

あ

を

が

ツ

と

摩

産

長

，

ら

ぽ

長

ウ

会

て

財

家

は

迫

ち

管

・

教

い

の

，

ち

を

た

大

ド

。

つ

会

れ

た

択

徒

一

一

た

に

教

ら

者

選

聖

ラ

オ

し

婚

。
え

導

の

の

イ

フ

ま

結

す

・さ

指

か

州

　

・

さ

例

る

で

に

す

徒

ウ

め

の

重

ド

召

一

い

が

前

で

聖

・

求

涯

の

一

に

の

て

と

の

の

て

ド

に

生

そ

オ

長

ん

い

こ

妹

た

し

一

心

，
は

フ

管

ほ

導

す

姉

つ

と

オ

熱

し

彼

ル

大

の

を

わ

弟

か

長

フ

を

か

，

イ

代

況

会

現

兄

な

管

ル

け

し

に

。

で

，
第

た

は

姿

す

で

，
ウ

の

た

ま

，
主

し

る

。
公

で

と

代

め

は

ま

え

，
会

こ

時

た

老

り

迎

む

↑
霊

と

を

れ

ま

を

す

年

た

は

政

じ

政

多

す

で

さ

ら

ラ

期

ま

さ

総

話

難

守

フ

が

期

聖

範

響

頼

れ

会

で

８７

し

フ

国

生

邦

る

隠

の

権

れ

ド

時

ぎ

で

，
て

困

を

ラ

要

時

偉
と

模

影

に

さ

教

ら

１８

去

ラ

衆

が

連

あ

を

た

票

こ

ツ

た

す

き

ず

つ

の

ち

ド

必

の

耳

た

な

・王

求

の

か

死

ド

合

擦

は

で

身

れ

投

ウ

れ

に

と

き

立

こ

た

ツ

る

こ

号斬警髄聖





も

も

に

い

積

水

寒

ど

の

は

ほ

マ

私

チ

ス

，

ン

テ

が

セ

ブ

た

　
ミ

ラ

謝
瓢

ｄ

障義

翫
読

。

だ

混

か

す

日

が

な

ま

い

雪

じ

い

寒

と

感

て

た

氷

は

し

つ

は

と

るす録記を史歴会教

　

ト

ミ

ラ

も

行

ツ

会

の

に

よ

り

き

つ

た

わ

り

の

れ

録

あ

説

た

や

プ

多

代

一

ス

ト

と

の

ウ

教

た

示

き

よ

て

だ

つ

な

キ

会

そ

記

で

た

き

長

・

数

時

力

・

一

と

営

に

」

め

指

。
ら

る

し

き

た

す

・

教

，

る

ら

い

て

管

Ｐ

を

の

に

フ

カ

ち

陣

中

て

始

の

す

か

す

と

じ

，

。

ス

の

ち

す

か

聞

し

大

・

教

期

ぐ

セ

の

た

の

間

れ

し

り

ま

日

対

う

え

は

る

エ

こ

た

関

た

ら

録

グ

一

説

初

す

ヨ

こ

員

ン

期

さ

記

よ

い

た

に

ろ

の

に

れ

イ

，
徒

に

い

か

記

ン

レ

の

が

後

ジ

て

会

オ

の

促

を

天

て

れ

れ

去

う

れ

ら

徒

ば

使

え

て

フ

部

ヤ

一

々

私

の

者

し

い

シ

こ

「

事

の

べ

ま

だ

い

こ

こ

え

聖

ら

や

教

つ

セ

全

・

パ

人

。

魏
蹴
禦
蕪
駕
叢
畿
概繍
臆譲
揃識
珊
饗

ラ

行

ま

ほ

者

り

，
重

は

の

よ

ま

私

悪

し

け

，

に

き

ち

あ

予

を

，

・

そ

記

鍛
蹴
濡
鍵
轍
罵
黙
濃
織
灘
鰍
歎
濃
鵬
謙

ラ

ス

ン

に

軍

ド

の

で

つ

う

も

た

た

ひ

ち

ス

歴

に

を

る

教

ま

オ

ラ

く

●

」

・

祈

深

上

を

は

説

ま

に

，

い

た

あ

る

の

に

の

と

彼

を

た

か

と

つ

つ

で

あ

・彼

常

私

こ

，
え

み

確

と

に

言

理

で

は

非

が

る

と

教

の

は

こ

命

が

真

ら

鑑
讐
鐵擁
雛

い

ら

。

が

を

つ

ア

覧

た

・

べ

じ

ヵ

願

か

た

彼

歌

た

フ

て

れ

フ

述

信

ま

に

こ

け

，

美

わ

シ

け

ら

セ

を

て

た

主

そ

受

り

賛

に

ル

受

え

ヨ

証

べ

み

て

と

を

ま

。
半

パ

に

与

ジ

い

す

を

つ

度

銘

ど

た

間

。

か

ら

者

強

を

と

よ

態

感

と

し

時

た

豊

か

言

力

と

こ

に

る

い

に

証

１

い

を

神

予

て

こ

る

　

今

も

。
長

あ

私

た

い

ら

ら

ト

Ｑ

も

た

人

に

で

た

。

で

が

人

な

彼

彼

ス

る

ン

ベ

数

ち

論

つ

た

実

ま

友

し

，

。

リ

あ

モ

述

に

た

反

言

い

真

た

や

対

ら

る

キ

で

ズ

を

ら

私

も

に

て

が

み

人

反

な

あ

・

の

ア

証

さ

た

で

う

つ

ジ

の

隣

に

ぜ

で

ス

た

兄

な

，

い

同

よ

が

一

主

は

ち

な

ら

エ

え

の

う

て

に

賛

る

上

セ

に

私

た

。

か

イ

伝

私

よ

い

こ
．
て

す

ち
．
ツ

う

。
師

た

だ

に

べ

，

じ

続

そ

い

を

立

メ

よ

る

教

め

僕

ち

の
宣

と

同

に

，

つ

話

と

た
．
る

あ

宣

勧

の

た

を

す

，

は

に

て

く

し

す

で

，

ち

と

つ

つ

話

証

の

て

心

に

，

た

こ

立

が

が

を

た

し

熱

と

夜

な

を

が

，

　

，

に

た

記

日

・ｂ

し

に

３１

熱

ま

う

月

を

け

よ

１２

経

受

の

年

ン

を

次

３３

モ

マ

，

、１８

ル

ス

を

の

モ

テ

と

後

は

プ

こ

証

ｄ

日

ド

バ

の

に

神

私

音

う

て

の

た

３

一

，
き

福

下

つ

彼

べ

ら

オ

後

と

述

か

フ

た

の

Ｑ
老

た

に

気

ち

と

し

対

に

こ

の

粋

腰

上

て

を

れ

ル

し

そ

…

長

い

由

は

た

こ

促

に

う

ま

そ

純

が

ち

し

証

そ

イ

求

は

…

聞

自

私

老

る

を

ち

よ

は

は

の

私

立

そ

が

ウ

探

彼

号斬響纏聖

そ

し

手

の

あ

ｄ

こ

の

。

の

，

の

ら

し

当

か

遠

に

で

「

遇

に

神

に

る

い

代

す

生

ら

格

か

差

に

い

永

め

要

論
濃

脹
∴

謙
灘

畿
糠

崩
総

蕪
難
謙
灘
里

器
鷺
蕪
簾
欄

髄
鷲

鐙
細
熊
篇
讐
灘
漁
御
灘
樹

よ

は

も

て

て

の

若

と

次

よ

重

一

こ

生

の

は

感

続

別

の

雛
雛
謙繍
辮
獣
雛
繊

すだい見を理真

む

め

は

ま

会

れ

す

た

求

フ

り

機

入

で

れ

を

ラ

わ

く

け

の

さ

よ

き

ド

交

聞

受

た

介

の

レ

た

を

導

ツ

と

を

を

い

紹

次

Ｄ９

つ

と

ず

ウ

主

音

れ

て

を

は

詑

ま

こ

黛

瓢
蕪

儲
鰯
譜

オ

を

つ

，

準

フ

り

き

く

ル

祈

て

と

し

イ

ば

し

た

わ

ウ

し

そ

れ

さ

た

ば

。
ま

ふ

け

し

た

恵

に

続

，
し

に

る

ツ

。
よ

ん

名

ウ

す

に

望

み

を

ま

り

，

の

様

い

祈

き

ト

模

て

の

ず

ス

の

べ

老

ま

リ

捷
葉

噂

穿

讐

シ

。

イ



た

は

に

き

で

つ

魔

会

書

ら

だ

悪

教

を

か

き

ち

ト

史

た

じ

わ

ス

歴

い

え

な

り

の

て

鵜
薦
師

つ

。

エ

こ

う

錨

優

拐

鞭

灘

堅

馴
伽
稠
わ

…
茄

な

け

に

こ

も

気

に

で

に

て

で

た

が

つ

つ

あ

い

ま

，
に

蒸

と

船

達

つ
が

つ
私

か

な

『

は

た

は

で

の

こ

気

伝

使

と

か

，
な

と

に

て

み

私

ま

そ

つ

蒸

の

を

こ

助

し

い

り

。
れ

で

待

の

カ

ブ

く

て

も

て

と

私

っ

ま

輔

陳

秘

航

翫

馳

粁

浸

緻

匹

賭

ひ

鵡

偽

㎜

論
脂
紫
纏
理
描

窯
旛

レ

も

や

勘

な

て

，

て

。

越

楓
灘

鑑

群
鵡
り
戒
・

惹

傷

い

て

も

か

て

し

で

静

れ

知

色

，

か

熟

音

く

導

て

の

な

れ

い

ト

も

さ

つ

ツ

で

た

に

ぺ

光

満

ま

ン

稲

ト

ヘ

ス

わ

エ

な

ウ

す

一

，

ア

。

時

フ

た

の

の

し

ｄ

歳

州

ま

。

に

た

ラ

や

た

３２

リ

れ

用

ま

夜

い

の

も

う

ま

み

ト

鳴

つ

は

↑

さ

も

者

私

う

た

の

は

雷

あ

フ

ズ

任

あ

み

こ

れ

た

で

ラ

ミ

聖

つ

と

訓

ば

で

，

は

そ

ま

声

ド

に

に

た

か

ひ

る

ら

た

は

私

。

，

い

ツ

年

徒

よ

度

に

た

事

工

た

な

は

な

な

い

私

。

た

く

細

ウ

３９

使

の

幾

船

し

火

チ

い

き

人

内

た

て

た

い

な

な

１８

で

ラ

２

私

ら

と

ン

が

リ

見

終

へ

ね

乗

で

ド

。

で

，

か

団

ぺ

た

↑

。
を

所

尋

ど

い

ツ

す

ダ

後

ン

ニ

に

い

ズ

た

備

の

か

ほ

い

ウ

ま

ナ

た

ト

の

時

着

ミ

つ

準

長

る

人

『

を

い

力

得

ス

後

れ

に

に

か

の

船

い

００

ｄ

と

て

と

を

ボ

最

暮

グ

ず

た

発

は

て

ー

か

こ

し

ド

者

の

る

夕

↑

ら

い

出

私

つ

と

う

の

記

ン

宗

州

成

。

バ

ま

か

ど

。
乗

％

よ

灘
議
懲
漁

を

フ

年

は

来

一

シ

私

州

る

え

行

た

せ

の

の

記

つ

会

，

と

教

し

ひ

た

教

う

れ

背

ｄ

も

さ

ど

る

た

命

ん

あ

め

任

と

で

始

に

ほ

ら

れ

う

が

か

入

こ

ち

た

を

の

た

つ

力

こ

者

去

に

，

録

ち

録

は

記

持

記

由

史

を

に

理

歴

録

てれか導にまたみ

は

宣

衆

偉

の

た

出

の

フ

，

合

の

た

み

を

る

ラ

に

，
彼

つ

ば

地

ま

ド

ぐ

ダ

に

ま

し

道

集

ツ

す

ナ

こ

始

ば

伝

に

ウ

後

力

こ

が

し

。

ン

・

た

，

。
涯

で

た

オ

ド

つ

部

た

生

々

し

シ

一

わ

南

し

の

先

ま

が

オ

加

国

ま

て

く

し

行

フ

に

衆

き

し

行

験

一

鳥

ル

営

合

赴

と

，
経

の

イ

陣

て

に

師

は

を

者

ウ

の

し

部

教

彼

き

宗

き

ン

と

東

宣

。
導

改

若

オ

師

北

な

す

の

，

シ

教

国

大

で

ま

て
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認
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翻

諜

難

蘇

．
謀

忍
輝
砿
」

鯉
％
罪
砿

分
皿
ク一レトルソ

。
に

る

も

な

と

と

と

長

グ

部

ン

道

ヤ

伝

・

の

ム

部

ガ

む

．
。
る

長

力

れ

献

管

る

れ

殿

リ

さ

を

　るす理

む
るす道伝

。

に

る

ン

れ

ア

さ

イ

。

命

デ

る

任

ン

。
す

に

イ

る

堂

　

を

れ

さ

神

メ

召

殿

る

の

ク

ニ

会

さ

命

の

ア

に

神

れ

式

一
ル

教

名

任

殿

，
長

イ

さ

公

レ

オ

の

指

に

神

間

会

夕

持

「

ト

フ 九死でコス

。

。

シ

る

る

ン

す

す

ラ

発

堂

フ

を

献

ン

」

を

ーサ

＝＝口

殿

州

宣

神

ア

コ
語

勤
訓
功
酬
簾
髄
ア
酬
轟

力
翻

鉱
警

眈
讐

肢
魏

加

旧
評

囎
璽

野

容

霧

謄

嶋

灘

搬

臨
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鮎

胴

胴
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朋
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課
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塑
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塾
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Ｕ

Ｏ
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４

　
の

　
　

　

　

一
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一

一

年

０７

２１

３３

３４

３４

３７

３７

３９

３９

４２

４３

８

Ｂ

８

８

Ｂ

８
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８

８
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４０

４６４４

４７

１８

１８

４３「
．
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７０

７２

８０

８１

田
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９１
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５０

５６

７７

７９

８７

田
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９０
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旧

旧

旧

旧

旧

旧

旧
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旧
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隠

バ

献

ウ

「

文考

１

２

参

　

ラ

乗

尋
Φ

全
坐

全
坐

］し

コし

ニコ　ロ

　ヨ
ロ

ッ

ウ

の

ウ

の

ッ

リ

ウ

て

・

て

ウ

ウ

・

』

け

ド

け

・

力

↓
砺

務

ご

オ

フ

月

フ

月

オ

．

フ

レ

８

レ

７

フ

一

露
聯

麟
霧

３

４
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自

わ

う

年

多

こ

宣

に

も

管

神

州

ま

元

味

に

な

よ

９０

「

こ

の

り

張

大

ク

が

き

地

意

常

す

る

１８

歯

み

式

わ

緊

フ

一

州

で

で

を

ば

鵡

驚

先

輿

初

公

撚

切

”

陸

蝉

び

併

誌

藷

難

響
糠

誌

懸
撫

し

た

ち

正

求

ド

さ

．り

し

き

合

い

６

９６

目

徒

選

つ

打

を

を

ッ

止

し

わ

導

，

て

月

１８

を

聖

を

で
’
る

あ

に

ち

き

ウ

廃

と
筋
顕

と

ろ

し

４

，

き

で

主

た

導

，

，

む

の

は

者

た

フ

ラ

」

に

え

こ

和

年

し

る

れ

導

し

ラ

フ

た

べ

で

長

を

徒

の

日

は

る

世

教

た

緩

９３

堂

す

ご

指

ま

ド

ン

し

宣

し

バ

乳

記

屋

民

リ

ウ

と

に

り

公

ま

が

管

心

聖

主

２５

婚

あ

を

の

い

に

１８

献

格

。

の

い

と

大

の

，

，
月

結

で

」

彼

．
づ
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■ 再組織された福知山地方部長会

昨年9月20日,カ ーチス･P･ウ ィ

ルソン神戸伝道部長の管理の下に開か

れた神戸伝道部福知 山地方部大会 て,

それまて地方部長の責任 を果 たしてこ
たま や あき お

られた王屋晃生兄弟か解任され,新 た
かどわきやすふみ

に門脇保文兄弟(写 真 中央)か 地方部長

として召 され ました。第一副地方部長
いのうズたかし

には井上 孝 兄弟(写 真左)か,第 二副
たけうちたもつ

地方部長には竹 内 保 兄弟(写 真右)か

召 され,そ の任に当た ります。

みたまに従う

神戸伝道部福知山地方部長

門脇保文

r7の 教会 を知 ったのは22歳 の時で,

《一1当 時私 は,田 舎の青年団活動 や

バレーボール活動で リーダー的な立場

で働いていました。いろいろな問題が

あ り,人 を指導する中で,何 が真実で

何が うそかを考え,ま た無責任 なこと

を教えて よいのだろうか と思い悩みま

した。自分 の良心 までも痛め ることが

何度かありました。何か真理の原則が

あるので はないだろうか。 こう真剣 に

考 えてい る時,宣 教師か ら神様が生 き

ている と聞か され,疑 いなが らも,も

し神様が生 きているのな ら,す べてを

捨てて神様のみ言葉 に従おうと決め,

バ プテスマを受 けました。

それか ら4年 間は苦 しい毎 日で した。

知恵の言葉,安 息 日,什 分の一,純 潔

の律法 と,友 人たちは誘惑 し,試 して

きました。｢酒 やた ばこをやめて,何

の楽 しみがある。｣｢今 どき,真 実の宗

教 なんてない。みな人の作った教会 だ

よ。上の者だけが甘い汁吸 うとるんや,

だ まされ とるんや。｣｢お 金 と暇がない

と宗教なんてできんよ。お前,そ んな

門脇保文地方部長ご家族

に金 と暇があるのか。｣｢商 売 していて,

酒 も飲 めんかったら,商 談 もで きんや

ろう。｣

このようなことを言われるたびに,

心 の中で｢こ の教会は主の教会であり,

真 実の教会 である。今 は忍耐せ よ。後

の日に人々はあなたに感謝す るであ ろ

う。あなたがあなたの町の人々を愛す

るが ゆえ に,教 会 が建 て られ るだ ろ

う｣と いうささやきが聞 こえました。

改宗4年 目に,ロ バー ト･T･ス タ

ウ ト伝道部長のビジ ョンで,兵 庫県西

脇市 に伝道所 を開設す るためにアパー

トを探すように言われ ました。私が改

宗 した姫路支部 は最寄 りの教会 とはい

え車で1時 間かか る場所 にあ りました。

私の仕事 である織布業は朝5時 か ら夜

10時 まで稼動 しています。改宗 して4

年 間,仕 事中に出かけることに気が引

けなが らも,私 は往復2時 間の道 の り

聖徒 の道/1993年4月 号
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ま

も

隣

の

え

に

主

れ

に

は

事

集

々

，
さ

会

市

仕

に

人

で

た

集

脇

。
会

の

の

満

の

西

す

教

町

る

に

か

が

ま

も

の

な

び

ほ

ろ

け

て

私

に

喜

く

こ

行

く

，

う

と

な

と

で

な

人

よ

謝

で

。

分

か

友

る

感

け

た

１５

割

や

れ

な

だ

し

ら

り

人

ら

常

日

ま

か

ま

知

べ

非

曜

い

家

あ

も

の
宣

る

ん

お

い

い

き

環

こ

せ

で

思

。
あ

，

る

ま

ん

を

た

に

で

す

り

望

か

し

さ

介

設

か

，

の

ま

ま

紹

開

つ

め

い

き

，

の

て

見

求

な

続

ず

人

け

は

を

り

も

ら

友

つ

ト

何

足

日

か

，
見

一

に

が

何

つ

時

を

■

む

パ

私

何

も

見

た

家

た

宣

が

ろ

を

ま

務

手

後

・
年

が

謬

祖

規
畑

鮪

御
噺

就

肋

牌

恥

塒

籾

礒

翻

丸

匪

η

倣

腋

撒

嬰
鞍

醗

戴

㍊
難

嘉
熟
欝
猷編
瓢
澱

礁

始

約

中

的

権

教

だ

結

が

，

。
期

神

と

た

の

動

れ

た

画

，
り

い

遠

活

さ

し

は

で

き

て

永

道

召

ま

に

中

つ
せ

で

伝

に

し

際

の

は

見

殿

，
長

を

る

夢

を

で

神

で

部

験

け

。
か

ま

京

師

支

経

つ

た

何

姿

東

教

て

な

見

し

は

の

に

日

さ

会

の

の

が

ス

た

こ

ま

マ

い

，

た

ス

て

日

み

り

っ

２５

ク

な

月

乙

の

に

１２

年

と

　

の

ぬ

少

こ

目

死

青

る

。
す

獅埴本
る
日

れ
の
さ

噸

召
け口

の長嗜

け

百田
区翻品一予

ｂ

め

ン

国

は

た

セ

外

攻

る

練

京

専

げ

訓

東

，

受

師

は

で

を

教

弟

生

．

練

宣

兄

年

訓

る

野

２

の

あ

水

の

月

に

。
部

む

カ

ポ

た

学

る

ン

た

２

ロ

し
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あ

ぺ
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所
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会
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入
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語

て
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１７

タ

に
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一

大

シ

か
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に
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縫
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仲
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だ

張

に
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頑

・

る
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れ
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．
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達
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友

つ
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供
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と
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ら
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者

れ

ホ

と

テ

ロ

伝

ま

の

に
、
を

子

で

思

い
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で

連
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あ

至

る

ら

エ

こ

イ

む

さ

ア

話

す

す

真

召

，
く

ま

愛

の

す

全

に
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し

い

道

先

詳

て

は

に
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が

ま

の

伝

や

て

し

私

ち

ぱ

す

い

こ

い

の

び

と

た

の
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は

吹

真

ち

に

ゆ

げ

る

る

テ

辮

嬉

茄

励

賭

琵

黙

騨

勘

位

鮪

励

騰

賭

硫

以

ロ
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れ
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に

れ

る
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の

し

い
出

る
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成

大

げ

イ

Ｌ

，
告

約

１ー

イ

ら

難

業

汚

め

い

傷

か

と

ゆ

り

は

ラ

え

困

み

る

止

る

中

し
凱
然

ら

ま

的

て

と

聖

Ｐ

」

ク

伝

の

．の

な

を

振

，

。
妨
悠

あ

広

目

し

た

と

」

，

，

に

の

く

つ

義

料

ウ

を

く

主

か

展

を

し

い

る

理

多

で

》

発

い
威

合

な

く

き

々

神

か

成

教

資

。

力

㌦

の

は

集

れ

高

貫

国

，

。

は

Ｃ

用

・
業

害

が

し

気

を

る

し

う

業

」

徒

「
，

こ

で

，
す

み

迫

隊

も

つ

陸

ゆ

達

う

み

副

生

。

軍

か

か

大

ら

に

あ

，

う

ト

，

る

胆

る

あ

耳

で

は

ろ

一

，
た

つ

ま

思

，
な

し

れ

大

ゆ

，

の

る

バ

だ

ユ

め

て

も

ミ

た

こ

の

息

。

た

が

ヤ

し

米

受

は

い

出

は

』

範

。

た

し

に

ド

つ

は

た

安

た

出

会

・

学

。

て

の

た

に

で

ず

模

た

額

助

的

バ

だ

に

い

も

し

に

．教

ム

留

ル

し

た

り

道

の

ら

い

し

全

援

力

は

備

る

て

で

ま

道

ら

ガ

に

フ

行

。

つ

わ

伝

る

な

良

で

を

が

体

で

準

出

つ

れ

い

伝

た

リ

ジ

マ

平

た

入

交

。

た

と

に

標

金

親

。

学

は

に

思

そ

て

で

し

プ

ッ

ト

　
も

し

に

と

す

び

者

々

目

担

両

た

大

。

。

し

形

敗

の

レ

（

ー

ま

部

人

ま

り

の

人

の

で
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と

韻
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糺
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潅
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⑳

勤
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肋

航

咄
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焚

２

以

る

が

ン

学

い

学

死

絶

し

た

し
、大
．と

学

基

学

る

つ
め

，
持

そ

の

れ

れ

備

ト

大

思

大

必

は

う

つ
営

グ

う

留

て

大

き

思

た

く

気

示

師

そ

く

準

ン

と

の

で

日

ど

か

経

ン

よ

国

け

で

と

る

な

の

を

諜緬餅嶺劇備臨

む

様

の

す

日

道

賄

師

よ

臥

皆

も

ま

し

伝

を

教

し

，

で

億

り

も

在

師

宣

で

号

い

何

な

現

教

の

る

月

，
に

り

と

渡

こ

へ

る

陸

え

大

伝

て

を

え

音

越

福

を

に

海

人
，
国

は

中

で

宣

人

き

１０

内

の

万

で

年

国

人

１

も

８１

本

００

て

と

１９

日

』

が

こ

」

ハ
黒

雛

搬

動
隙

の

携

る

中

ｄ
ー

本

に

え

が

う

５

は

の

る

召

白

で

５

言

ち

る

あ

に

早

え

年

予

た

く

の

う

は

ゆ

６７

の

私

て

方

よ

畑

が

１９

長

も

っ

ん

く

。
つ

」

管

に

や

さ

行

ん

待

道
．

副

人

が

皆

に

せ

を

の

ン

ア
・き

て

道

ま

れ

徒

ウ

シ

と

し

伝
．
り

入

聖

方

加

濁

謁

ハ

晦

畑

津

論
鷲
柵翻
瀦

ユ
㌦

の

こ

た

れ

し

ざ

号

ヒ

こ

で

人

さ

く

こ

月

趾

臆

…
腕

疑
脇
腎

臨

轟
翻
諏
鰻
驚

羅
蕪
翻
轄
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難

懸
糊
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か
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す

た

あ
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ン
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の

葉

す
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で
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々
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す
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で
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臆
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搬
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る

。
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を
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友
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友
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。
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に
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懸
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。
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を
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医科歯科大学に入院す るよう勧め られ

ましたが,美 世姉妹 の気持ちを考え退

院 しました。

1月 に退院 して間 もな く私立高校の

3校 を受験 し,全 部合格 しました。お

母 さんは美世姉妹に事実を話 さないわ

けにはいかず,ほ おを切 り病巣 を切 り

取る方法 しかないと話 しました。彼女

は,先 生がそうす るより方法がないと

言 うのなら手術 を受 けるとお母 さんに

冨いましたQ

1月 末に東京医科歯科大 に入院 し,

ほお骨 を切 り取 る手術 を受 けました。

手術後看護婦 さんは気遣 って個室を勧

､めて くれ ましたが,お 母 さんはいずれ

手術 した顔 を世 の人々の前 にさらさな

ければならないのだか らそれに慣 れて

いた方が よいと思い,美 世姉妹 も同意

して,6人 部屋で術後の生活 を送 りま

した。

このような大手術 を受けたにもかか

わ らず,美 世姉妹 は県立高校 の受験 に

なんとして も行かせてほしい と言い続

け,そ の熱意に医師も両親 も負 けて,

受験 日の前日自宅に帰 りました。翌 日

県立高校の保健室で高熱 と痛 みに耐 え

なが ら受験 しましたが,力 尽 き途 中で

寝込んでしまいました。お母 さんは,

美世姉妹が食事 も立っ こともできず,

両 わきか ら抱 えられるようにしながら

県立高校を受験 したのは,中 学生活 に

区切 りをつけたかったのではないか と

言ってお られ ました。病院へ帰 った時,

先生,看 護婦 さん,部 屋 の人 たちが拍

手で迎 えて くれました。部屋 の人 たち

は美世姉妹 の姿を見て大 いに励 まされ

たようです。

手術後の機能訓練 は大変つ らい もの

で した。ほお骨 と肉を切 り取って しま
いしゆく

うと皮膚が萎縮 して,口 を開 くことも

物 をかむこともで きな くなってしまい
ぜつあつ し

ます。そのため木製の舌圧子(舌 を下

方に押 さえるの に用いるへ ら)を 上 の

歯 と下 の歯の間に入れ,さ らに木でで

きている大きな洗濯 ぼさみの ような物

を口の中に差 し込み,口 を無理 に開け

る訓練 を続 けなければな りませんでし

た。美世姉妹 は痛 さに涙 を流 しながら

耐えました。水 を飲 んで も下を向 くと

鼻から水が出てしまいます。手術 をし

なかった側 に少しずつ流し込んで飲む

練習 もしました。食べ物 は小さ く薄 く

切ってようや く口の中に入れることが

で きます。顔 の外形 を保 つため,口 の

中には普通の人で もなかなか入 らない

ような大 きな義歯を入れなけれ ばな り

ませんで した。一度入れたら取 りた く

ない ものですが,食 事のたびに取 り出

して口をすすが な くてはな りません。

ほんの少 ししか開かない口の中に大 き

な義歯 を入れた り出した りしなければ

ならないのです。 どんなにつ らく苦 し

かったことか想像 もつ きません。それ

で も両親に対 して文句を言 った り恨 み

が ましい ことを一度 も言わず,明 る く

前向 きに闘病生活を続けました。

眠れない夜 も何度 もあ りました。 そ

んな時,病 院の食堂 に行 きスケッチブ

ックに絵を描 きました。美世姉妹は と

ても絵が上手で,自 分の顔や美 しい女

性の顔 をた くさん描 きました。

やがて隣の部屋に入院 していた同年

代の女性 と友達 にな り,病 気のことや

将来 のことなどを話 し合うようにな り

ました。ある日彼女 は宣教師から福音

を学 んでいることを美世姉妹に話 しま

亡くなる少し前に片平姉妹が描いた絵。

初めちょうは手の上の1匹 だけだった

が,お 母さんに1匹 だけでは寂しすぎ
か

ると雷われて,後 で描き足した。まだ

未完成。

聖徒 の道/1993年4月 号
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した。宣教師の話 を一緒に聞 くように

誘われた美世姉妹 は,初 めて宣教師か

ら福音や教会,モ ルモン経について聞

き,モ ルモン経を渡されて読み始めま

した。 また,水 戸 にも教会が あること

を知 りました。

9カ 月の闘病生活の後,美 世姉妹は

1989年10月4日 に退院 しました。退院

して間 もな く水戸 の宣教師か ら電話が

あ りました。病院で宣教師を紹介 して

くれた友人が,水 戸の宣教師 に連絡 し

て くれたので した。 こうして美世姉妹

は本格的に福音 を学ぶことにな りまし

た。お母 さん は退院 して問 もない美世

姉妹の体力 を考 えると,宣 教師に会 う

ことに反対 しました。普通の人のよう

にスムーズに食事がで きず,1回 の食

事 にかなりの時間がかかるため,約 束

の時間によっては食事 を抜 いて しまう

こともあったからです。

外出す る時 はいつもお母 さん と一緒

でしたが,宣 教師 に会 う時 と教会 に行

く時はひとりで行 くか らと言ってお母

さんが一緒に行 くのを断わ りました。

｢私 が反対 していたか らで し ょう｣と

お母さんは述懐 されています。

1990年3月,美 世姉妹 は整形手術 を

受 けるために再度東京医科歯科大学に

入院 し,無 事手術を終えて退院しまし

た。

4月 にはあこがれの高校生にな りま

した。学校 まではバスで通学 しました。

掃除当番 も,病 気を理由に怠 ける､よう

なことはしませんでした。 ほかの生徒

が怠けて美世姉妹がひ とりで教室の掃

除 をす ることもたび たびで した。｢お.

前 も掃除しないで帰 って きたらいいだ

ろ う｣と 言 うお母 さんに,｢自 分 たち

が勉強 している教室 の掃除を怠けるな

んて私 にはで きない｣と 美世姉妹 は言

い,ひ とりで掃除 を続 けたそうです。

その熱意 がひ とりの生徒に伝わ り手伝

って くれるようにな りました。美世姉

妹 は決 して自分 を甘やかすことはしま

せんで した。

クラスマッチにも参加 しました。宣

教師 との福音の勉強 も続けました。将

来歯科衛生士にな りたい とい う希望 を

抱 き,図 書館に通 って勉強 もしました。

学校 の行 き帰 りだけで も体力を消耗 し

きってしまう美世姉妹 を見て,高 校 に
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内田征児長老(右から2番 目)。1991年12月,

バプテスマを受けたばかりのこ両親(中央)

とともに。

ていたのです。

家 を出て名古屋 に住 んでいる時,ふ

たりの宣教師が私 のア六一 トを訪問 し

て くれたのをきっか けに,自 分の人生

について深 く考 えるようにな りました。

宣教師の｢仕 事 を辞めて伝道 に出て き

ました｣と いう言葉 と心か らのやさし

い笑顔,ま た仕事 を辞 めて まで伝道 し

て伝 えている｢救 いの計画｣と いう言

葉が強 く心 に響 きました。モルモン経

をもらい,福 音 を学ぶ ことにな りまし

た。今で も,ふ た りに会い福音 を聞い

ていなかった らと考 える と,と て も恐

ろしくな ります。私 はそれ までほ とん

ど漫画 しか読 んだ ことがなかったので,

とにか くわか りそうな所か ら,少 しず

つモルモン経を読んでいきました。モ

ルモン経を読みなが ら,私 は自分 の生

き方が大 きく間違っていることを,い

やというほど思い知 らされ ました。

しばらくして,私 は引っ越 しをして

島根の実家の方へ帰 ったために,福 音

の勉強 は一時中断 しました。地元の松

江 ワー ド部 という所で再 び宣教師の話

を聞 き始めましたが,知 恵の言葉でつ

まず き,そ の まま教会を離れてレまい

ました。けれ どもなぜかモルモ ン経 は

気にな り,少 しずつ読み続 けました。

読 めば読むほど心に罪の重みを感じ,

その苦 しみか ら逃れることができな く

な りました。｢そ れで あるか ら,こ の

ような者がもしも悔改めをせず,神 の

敵であるまま生涯を送って死 ぬな らば,

神 の正義の要求 はその者 の不滅の霊 を

呼びさまして自分に罪のあることを強

烈に感 じさせ る｣と あるとお り,私 は

｢罪 の 自覚 と苦痛 と憂い と 〔が〕胸 に

み

充ちて｣(モ ーサヤ2:38)1年 間 を過

ごしました。 けれ ども同時 に,モ ルモ

ン経や聖書 の中か ら多 くの慰め られる

聖句 も読み,よ く涙 を流 したものです。

｢す べて重荷 を負 うて苦労 している者

は,わ たしのもとにき.なさい。 あなた

がたを休 ませてあげよう。わたしは柔

和で心のへ りくだった者であるか ら,

わ たしの くび きを負 うて,わ たしに学

びなさい。｣(マ タイ11:28-29)

私 にはどうして も主の助 けが必要で

した。そのためにも教会で聖霊 を通 し

て主について学ぶ ことは,必 要な こと

で した。私 は自分 から電話 をし,ま た

宣教師から福音 を学び始 めました。そ
けんそん

の時の宣教師 も謙遜で,と て もすばら

しい方でした。

福音 を聞 き始めると,自 分 自身悔い

改めて 自分 を変 えてい く必要を切実 に

感 じました。私 は並々ならぬ努力を払

わなければな りませんでしたが,そ れ

で も戒めを守 り,そ れ までの自分を改

める努力 を続 けました。友人 や後 輩は

驚いて,い ろいろなことを私に言いま

した。本 当にが けの下からはい上がっ

てい くような気持ちで した。

松江 ワー ド部の会員たちは,目 つき

も悪 く,外 見 もお よそ教会的でない私

をとて もやさしく迎 え,よ く声 をかけ

て,心 配 した り励 ました りして くださ.

い ました。初 めて家庭の.夕べに招かれ

て,｢日 本の中 にもこんなに家族 の愛

が深 くて,一 緒 にいるだけでぬ くもり

を感 じることので きる家族があるんだ

な｣と 感動 した夜のことを,今 で もは

っきりと覚 えてい ます。教会の皆 さん

の愛のうちにおれたことを感謝 してい

ます。

そのような中で,神 様 は私が良い方
ほ

向へ向けて努力す るときに,よ く褒 め

て くださいました。ごみをきちん とご

み箱へ捨てる習慣のなかった私が,道

端のごみを拾って ごみ箱 へ捨てるよう

にな りました。その ころの私に とって

それは,信 じられないほどの変化でし

た。なぜなら,自 分の悪い ところを,

で きることか ら改め始めたか らです。

主は私を見守 り,褒 めて くださいまし

た。少 しずつ小 さなぬ くもりを心に感

じるようにな り,イ エス様や神様が私

を心 に留めて くださっていることを,

悔 い改めを通 して知 ることがで きまし

た。教会に入 り,皆 さんにや さしくし

てもらい,皆 さんの愛を通 して2年3

カ月を過 ごす ことがで きました。

昨年6月 に東京にある宣教師訓練 セ

ンターに入所 し,宣 教師 としての生活

を始めました。最初 は,ど んな人が来

るんだろう,所 長は どのような方だ ろ

う,と い うような不安があ りました。

しか し,宣 教師訓練セ ンターはすば ら

しい所で した。 それまでの人生 の中で,

一 番充実 した2週 間を過ごす ことがで

きました。センターでは,宣 教師全員

が一致 してルールを守 り頑張 るときに,

朝起 きてから夜寝るまで一 日中聖霊が

ともにあり,イ エス様の ことを証する

ときに主の愛が皆 とともにあ りました。

ハ リソン･テ ッド･プ ライス所長か ら

は,実 に多 くのことを2週 間で学ぶ こ

とができました。それで も学びたい こ

とや したいことが多すぎて,1日24時

間では,時 間が とて も足 りない ような

気 さえしてい ました。

私は訓練が始 まって3日 目に風邪 で

半 日ダウンしました。 その時,ラ モー

ナ･プ ライス姉妹が特別にチキ ンスー

プを作 って ください ました。食べ る前

に所長 ご夫妻 と私で祈 つた時,胸 か ら

熱い ものが込 み上 げて きました。｢今

自分はこうしてすばらしい指導者 と姉

妹 に心か ら愛 されている。3年 前 は人

を傷 つけることしかできなかった自分

が今 ここにいて,少 しで も人のために

働 く機会 を与 えられ,た くさんの人に

聖徒の道/1993年4月 号
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員でない方々が,各 ユニッ ト主催 の公

演 に来 られました。教会員たちが信仰

をもって喜んで家族,友 人,知 人 を招

待 し,宣 教師が伝道の機会 としてよ く

活用 したからでしょう。

約80人 の兄弟姉妹が合唱団やスタッ

フとして参加 し,そ の中には公演 を聴

いて参加 を望んだ教会員でない方や教

会 に戻 ろうと決心されたお休み会員の

方もいます。 この公演を聴いてバ プテ

スマを受ける決心をした求道者の方 も

何人 もいます。各公演で集められた教

会員でない方々のアンケー トには,こ

のような感想が寄せ られています。

●とても感激,感 動 しました。私 はま

だ宣教師か らお話 を伺 い始めて2回 目

ですが,神 の教 えについて学ぶ機会が

持てたことに今 とても感謝 しています。

公演を開いて くださった皆さん本当に

あ りが とうございます。皆さん と私 も

歌 いたいです。(こ の方は公演後,バ

プテスマを受けたいと宣教師に話 し,

1週 間後 のクリスマスの日にバプテス

マを受 けられました)

●見る前は,神 様 のことをあまり知 ら

なかったし,考 えたこともなかった け

れど,ぎ ょうの公演 を見て,神 様 につ

いていろいろなことを知 り,大 変ため

になった。

●｢セ ージの歌｣(主 題歌)が 大好 きで

す。聴衆 も一緒 になって歌った最後の

合唱は,心 がいっぱいで歌えませんで

した。 きょうこの時,こ の出来事 は忘

れません。 また明日か らも頑張 ろう,

セージのように。

●若 い方々が この公演に情熱 を傾 けて

いらっしゃることに感動 しました。信

仰の力の強さをも感 じました。神様 を

信 じることので きる心を持つとは,こ

んな ことなのか という気持ちです。

合唱団やスタッフにとって1カ 月 に

2回,3回 の公演 は決して楽 なもので

はあ りませんで した。しか し,練 習,

合宿,公 演 という経験が一人一人 にと

って霊的な活動の場 とな り,学 んだ福

音 を実践する場 となって,喜 びを もた

らしたのです。

西原兄 弟 はこう も語 ってい ます。

｢『ああ私が天使 になって私の心の願 い

を達す ることができた ら善 いものを。

私の願い とは出て行 って神 のラッパの

ように地 を震わせる声で話 し,万 民 に

悔改 めをすすめることである。』(ア ル

マ29:1)地 を震わす ほどの声で はな

い として も,ま さに私たちはこのアル

マの願いを味わってい るのではないで

しょうか。主は特質の違 う多 くの人々

が集 まるなら,ひ とりでは成 し得 ない

ことができると教えて くだ さいました。

この世的 な ものの中 にあって,『 セー

ジの歌』の公演 は霊的な戦いです。 日

本の同胞 の心 の壁 を取 り除 く,『 みた

ま』 と純粋な愛 に満ちたこれまでにな

い伝道の方法です。私たちは主の器な

のです。｣

｢セ ージの歌｣の 公演 は
,こ の名 古

屋の地で主のために信仰 をどのように

使 うか,何 をなすべ きか,一 致 とは何

か,主 のみ業が どれほ ど偉大であるか

を教 えて くれました。そして,ビ ジョ

ンを行 ないに移す ことによって奇跡が

もた ら された ので す。(レ ポ ー ター

池田二三代 名古屋ステーキ部若

い女性第二副会長)

歌を通して

もう一度

分かち合う福音

名古屋西ステーキ部高畑ワード部

庄司敦子

な た に は な す べ き務 めが あ り｢あ
ますよ｣と 大や けどを負 って

こん睡状態の時にイエス様か ら語 りか

けられたセージ。私がそんなセージと

出会ったのは去年 の5月 の ことでした。

私は伝道から帰 って きて数年間,教

会か ら遠ざか り,も う二度 と戻 ること

はできないだろうと思 っていました。

しかし冬の寒 い日にお休み会員をわざ

わざ訪 ねて くれた宣教師の深い愛や,

聖徒の道/1993年4月 号
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温か く迎えて くれたワー ド部の会員の

やさしさもあって,去 年の1月 か ら戻

ることができるようにな りました。そ

してある時,教 会の掲示板 を見 ていた

ら,｢セ ージの歌｣と 題 するコンサ ー

トの案内が目に留 まりました。私 は音

楽が好 きとい うこともあって,心 の中

に｢行 きたい｣と い う気持 ちを感 じ,

5月 の初 回公演 を見に行 きました。セ

ージのつ らい試練 に対 しても泣 けて き

ましたが,何 よりも"1'11FindYou

MyFriend"(｢見 い だそ うマ イ･フ レ

ン ド｣)の 曲を聴 いた時,伝 道中の思い

出 も重なって,あ ふれ出 る涙 を止める

ことがで きませんで した。 そんな私の

姿を見て泣いて くださった方 もいて,

とて もうれ しく思い ました。そして感

動の気持 ちに浸 っていた ら,今 度 は一

緒に歌おうという,う れ しい誘 いを受

けたわけです。

それか らというもの｢セ ージの歌｣

を通 して再び私 の伝道が始 まりました。

自分の所属 ワー ド部である高畑 ワー ド

部の公演には私 の学生時代の友人が3

人来 て くれて,そ の中のひとりは今宣

教師から福音を学んでいます。 また最

後 の ク リスマ ス コ ン サ ー トで は,

1,000人 の教会員以外 の人 に聴 いて も

らうとい う目標 を達成するためにあ と

111人 の 入場者が必要で あ り,私 も至

る所 で呼びかけました。 そして当日,

私 の方か らは妹夫婦 をは じめ6人 の知･

り合 いが来て くれて,結 果的には全部

で 目標を超える202人 の入場者があ り,

17回 の コンサー トの累計で1,000人 以

上の会員以外 の方が訪れて くれました。

本当に｢す ば らしい!｣の ひ と言です。

私 は｢セ ージの歌｣の 活動を通 して

永遠の友達に もた くさん巡 り会 うこと

がで き,心 か ら感謝 しています。 また,

毎 回各地で歌 うことにより,自 分自身

のイエス･キ リス トに対する証 も強 く

な りました。主 は私 の痛 みを本当にわ

かって くださいます。私が こうして再

び教会に集えるようになった こと,ま

た私が教会へ戻 ることをあれほど心配

し,反 対 していた家族が,今 で は好意

的に見守 って くれている ことは,ま さ

に奇跡 としか言いようが ありません。

このセージのコンサー トを企画して
にしはらゆう じ

くださった西原雄二兄弟,ま たスタッ
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